
Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［土
産］（店員）

来客数の動き ・ＳＡＲＳの影響で関西方面の旅行客が北海道に流れ
てきていると思われ、来客数がかなり増えてきてい
る。

やや良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・得意先の客の入りが３か月前に比べて相当好転して
いる。

家電量販店（地
区統括部）

来客数の動き ・単価は全般的にダウン傾向にあるが、季節商品の動
きが出てきて来客数は回復基調にある。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・ＳＡＲＳの影響で海外旅行を取りやめた人が国内旅
行に転向しているため、観光客の動きがやや良くなっ
ている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は底を突いており、ここにきて国内旅行が
上昇傾向にある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・20日以降、来客数が増加しており、特に日曜日の若
いカップル連れが多くなってきた。ヨーロッパのパン
フレットを眺める人も多くなり、道内のバス旅行のパ
ンフレットも減り具合が目立つ。

観光名所（役
員）

販売量の動き ・ロープウェイの利用客が対前年比で増加している。
また、レストランなどの附帯事業についても増加して
いる。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の来店周期が短くなってきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・季節商品の動きはまあまあであるが、ボーナスシー
ズンに入っているにもかかわらず、依然として購買傾
向は慎重である。

商店街（代表
者）

単価の動き ・本格的な着物商戦であるが、購買が単品物に集中し
ており、客単価の低下がみられる。また、ジャケット
など、上に羽織る商品の動きも悪く、全体的に客単価
が低下している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・冬物売り尽くしの際と同様に、値下げ待ちの客が非
常に多く見受けられる。こうした客の動きは継続して
変わりがない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・百貨店でのバーゲン価格、ディスカウント価格と
いったものでは、以前と比較して、集客の効果がみら
れなくなってきている。安いものよりも、本当に欲し
いものを求めるといった傾向は以前からみられていた
が、その傾向が更に深まっていることが実感できる。
このため、客単価は上向き傾向であるが、来客数の落
ち込み幅が大きく、消費価格はまだ上がらない状況で
ある。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・今月も低温気象の影響で、夏物の不振が続いてお
り、特に紳士衣料品の買い渋りが目立つ。また、たば
この値上げで一時的に駆け込み需要があるが、来月と
の２か月トータルでみると変わらないと思われる。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・前年と比べて天候も良く、売上・来客数とも良い状
態であるが、客単価においては変化していない。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・ボーナス時期にも関わらず、あまり状況の変化がな
く、厳しい状況である。必要以外の商品の買い渋りが
目出つ。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・先月に引き続き今月も来客数が少なく、単価もあま
り高く推移しない状況である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車が好調な売行きを示したが、それ以外が売れ
ず、あまり変わらない。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・依然として来客数の回復がなく、20％強の落ち込み
が続いている。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・気温も比較的安定し、状況が良くなっているように
思えるが、ボーナス時期でありながら、保険料率の
アップ等のマイナス材料もあり、今一つ人の動きが買
物につながらない。

家計
動向
関連

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・地元客、観光客とも来客数が増えている。特に昼が
顕著であり、夜は微増といった状況である。ただし、
客単価は先月に引き続き下がっており、全体としては
変わらない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・土曜、日曜、祝日の来客数は対前年比でみると、ほ
ぼ横ばいだが、平日の来客数が減っている状況であ
る。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・先月に引き続きほとんど観光客が入ってこなかった
ので、全体的な動向については変化がない。夏を迎え
て、観光客も地元客も来店するかと思ったが、ほとん
ど横ばいで変わらなかった。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来道客数に大きな振れを感じなくなり、総消費単価
も下げ止まった気がするなど、底に限りなく近づいて
いる感じがする。ＳＡＲＳ問題の戻しでもなさそうで
あるし、天気が良いという要因によるものでもなさそ
うである。

タクシー運転手 来客数の動き ・６月はＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り・札幌まつりな
どのイベントが続き、プロ野球の試合も開催された
が、タクシーの利用客数、売上とも昨年より減ってお
り、厳しいまま変わらない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・６月に入りイベントも多くなって、一見、人の動き
が活発にみえるが、夜の繁華街への人出はイマイチの
感がある。

タクシー運転手 来客数の動き ・一般の観光客が少し減っているようだが、ＳＡＲＳ
のせいか修学旅行生がかなり増えているので、全体と
しては変わらない。旅館は週末は満杯になっている現
状である。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・物件については動きが出てきてはいるが、予算がま
すます厳しくなっている。以前と違う点は、本当に予
算がない訳ではなく、先々の不安から予算を抑えてい
る点である。それでも請け負う業者があるということ
が悪循環を断ち切れない要因である。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・住宅業界においては、土地・資材等の単価の低下は
収まったが、需要がない状況なので、取引数が相変わ
らず少ない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客の購買意識の低下と単価の低下を非常に感じる状
況であり、全体としては変わらない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・価格の二極分化が進んでいる。良いものがあれば価
格が高くても売れるが、どうしても単価の低い商品の
方が売れることが多く、売上も全体的に低くなる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・大手百貨店の閉店に伴うセールが今月末より開催さ
れるため、買い控え現象が起きている。また、ＳＡＲ
Ｓの影響で台湾、韓国からの観光客が減少しており、
国内旅行者についても景気を良くするほどの効果はな
い。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は必要品のみを購入している状況であり、また、
低価格志向が強い。

スーパー（店
長）

単価の動き ・商品の単価が引き続き低下している。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・最近の店頭での状況として、来客数の減少、とりわ
け来店頻度の低下が目につく。競合店も似たような状
況であり、客の消費行動は更に慎重になっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・展示会の来客数が大変少なくなり、買い方も小さく
なっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・北海道においてはエアコンの需要も西日本ほどな
く、売上を牽引する商品に乏しい。今月は低迷してい
るとしか言わざるを得ない。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・今月は来客数が落ち込んだほか、テレビの販売台数
が減っており、売上が減少した。

乗用車販売店
（役員）

単価の動き ・各業種とも良いという話もなく、受注量も対前年比
で１割強の減少で推移している。

住関連専門店
（従業員）

単価の動き ・客単価が伸びない。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・医薬品を扱う店舗に来る客はほとんどが目的を持っ
て来店するが、最近は明らかに値段の偵察が目的であ
る客が増えてきたのが実感できる。客は２、３か所の
店舗を回って１円でも安い店を探しているようであ
る。
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・ディナーと個室の売上が昨年のほぼ半分になった。
特に、乗用車を利用する地元客はワインやビールを飲
まなくなっている。ゴルフ場や郊外型レストラン等に
勤める知人からは、ビールはもとより飲食自体が減少
しているとも聞いている。札幌の各ホテルを調査する
と、昼食前や夕食前はスーパーやコンビニの袋に食品
を入れてロビーを歩く観光客をかなり見受ける。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・地元では観光客や学生の全道大会などの催し物があ
り、ホテルなどは満室と聞いているが、繁華街は閑散
としている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数が少なく、前年より２割程度減少している。
そのため販売量にも響いている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・海外旅行に回復の兆しは感じられない。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・携帯電話の価格に一層敏感になってきている。これ
までも端末の値段は安ければ安いほど良いという傾向
がみられたが、最近はランニングコストを詳細に研究
し、いかに総コストを落とすかということに注目した
動きがみられる。

悪く
なっている

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・客は大量に商品を買うことが少なくなり、一度の買
物の数がどんどん少なくなっている気がする。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・期待していたＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りについて
も来客数は減っている。こうしたなか、近隣に競合店
が出店し、来客数は１日当たりで２、３百人、日販
ベースで10万円ほど落ち込んでいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・先月から、対前年比を15%ほど上回る状況で受注が
推移している。

変わらない 食料品製造業
（社員）

取引先の様子 ・地元のパチンコ店が倒産し、地域企業の減退が予想
される。力のある企業と、そうでない企業の格差が拡
大している。

金属製品製造業
（統括）

受注量や販売量
の動き

・戸建住宅向け商品の販売量は低迷したままである。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・紙パルプ業界は古紙・油など原材料の高騰も収ま
り、価格や在庫の調整次第となっている。

通信業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・商談数自体は例年並みであるが、顧客の価格に対す
る要求がシビアであり、景況感としては横ばいと感じ
る。

司法書士 取引先の様子 ・先月に引き続き、不動産取引、住宅関連、建設関連
とも下降気味である。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・昨年と比較して、管内の倒産が増加している。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・設備投資が少なくなっている。唯一元気なのは福祉
系のみである。

その他非製造業
［機械卸売］
（従業員）

それ以外 ・知事、道議選挙等に伴い、官庁発注が例年と比べて
１か月程度遅れている。本格的な発注は８月に入るの
ではないかと心配される。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・消費動向の低迷感が増し、受注や販売量が減少して
いるなか、量販店バイヤーから納品価格の引下げや、
バイヤーの利益確保のための強要が見受けられる。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・道内経済は悪いなりに底を突いた感があり、業種に
よっては、東南アジア・中国向けの輸出に糧を見いだ
し、工場の稼働率をアップさせ、好業績を勝ち取って
いるところもあったが、ＳＡＲＳの影響で現地サイド
の工場が止まったことにより、契約が延期となる物件
もかなり出てきた。このことが物流面にも影響を及ぼ
している。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金が低調であるほか、公共投資と住宅投資も
低水準である。観光業界はＳＡＲＳの影響から、東南
アジアからの観光客の減少が顕著である。

司法書士 取引先の様子 ・街の中心のビルで、今まで入居者がいなくなること
はなかったが、ここへきてかなりの空き数が生じてい
る。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・創業40年近い老舗の会社が相次いで倒産した。

企業
動向
関連
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は、11か月連続して前年同月を上回っ
ている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・道内の中小企業は引き続き、採用の手控え感が強
く、派遣についても値引き圧力が強い。大手企業から
の雇用調整の相談、民事再生法に関連した雇用に関す
る相談、自社業務のアウトソーシング化の相談が多
く、各企業の経営状況のひっ迫を感じる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・求人広告取扱件数に大幅な変化はみられないもの
の、相変わらず常用雇用や正社員の求人が少なく、企
業の人件費抑制の方向性が感じられる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規に求職申込をした者の離職理由は、事業主都合
離職者が増加して、自己都合辞職者が減少している。
また、在職中の求職者と今まで職に就いていなかった
者の相談も増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・管内の有効求人倍率は、対前年比をやや上回ったも
のの、相変わらず低い数値で推移している。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・小売、飲食系の業種が、春に比べて若干勢いをなく
している。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・企業は売上の増加で利益を確保するのではなく、経
費の圧縮で利益を確保する傾向が顕著になり、広告出
稿マインドが萎縮している。

悪く
なっている

○ ○ ○

　２．東北（地域別調査機関：（財）東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・競合店が破産し、その分の客が当店に流れており、
上向きである。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・たばこ増税に向けた特需で、通常月の1.5倍は売上
があると見ていたが、通常の給料週と同じような動き
であり、25日を境に特需がある。これにより売上の前
年比を押し上げてはいるが、来月反動が来るため、ど
ちらとも言えない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・当業界は、昔から６月は数量的にトップシーズンで
あり、今年も昨年に続き、前年実績を上回っている。
去年は関西の客、今年は関東の客の割合が高い。ほと
んどで芸者が入り、二次会まで流れ、パブリック部門
でも多少の活気がある。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・ネットワーク関係の受注額が、依然としてベースは
低いものの、４月に比べ増加している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・依然として、商店街の衣料、飲食、食品、サービス
業では、来客数の減少が続き、競争力の低下が見られ
る。特に飲食関係の来客数減少はこれまで以上に顕著
である。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・返礼ギフトなどの目的買いの客は、来店し買物をし
ているが、来客数は減少しており、特に土日の来客数
の減少が目立つ。

百貨店（企画担
当）

来客数の動き ・客単価は上昇しているが、その上昇分でカバーしき
れないほど来客数が減少している。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・業界全体が苦戦している中、ワールドカップ特需の
あった昨年実績をクリアしており、善戦している。
・中元商戦も、いろいろな仕掛けが効を奏し、出足が
好調で、昨年比２けたの伸びである。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・今月に入り、賞与が出ている企業も多いが、なかな
か賞与を当てにした大きな買物は少なく、月末から始
まるクリアランスセールを待って、慎重に買物を控え
ている。

百貨店（販促担
当）

お客様の様子 ・引き続き、ラグジュアリー部門では、前年比２けた
増で伸びているが、中間プライスゾーンに関しては動
きが今いちである。
・セールは初日、２日と調子は良いが、長続きせず、
売上の２極化が進んでいる。

雇用
関連

家計
動向
関連
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スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・今月に入り、株価の上昇など、マクロ的には明るい
材料が多少は見え始めてきているが、一般客の様子は
変わっておらず、買物動向にも変化がなく、一品単価
の下落が続いているため、売上自体は少なくなってい
る。

スーパー（企画
担当）

単価の動き ・夜間の客数が増えたこともあり、今月に入ってから
一品単価の落ち込みが大きくなっている。
・来客数は前年並みを維持しているが、売上は前年実
績を大きく下回っている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・当社の弁当販売数量が、ここ２年続けて前年割れ
で、回復の兆しが見えない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来月からのたばこ増税による駆け込み需要で、後半
に入り、たばこのまとめ買いが増え、その分売上は伸
びているが、スーパーの長時間営業店が今月も増え、
売上全体としては変わらない。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・商品価格が安いスーパーの長時間営業が、じわじわ
と影響しだしている。特に商品を値下げする夜の時間
帯の客が減っている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・父の日は前年並みに来客数があったり、半袖商品が
早めに動き出してはいるが、ビジネス衣料全体では良
いとは言えない状態である。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・昨年の新型車の反落の影響もあるが、今年は新車・
中古車共に受注販売が伸び悩んでいる。
・サービス入庫状況は前年超えで順調に推移してい
る。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・輸入車の販売では、６～７月は第二需要期として、
台数が多く売れるのだが、今年は魅力的な限定車を発
売しても、来場はあっても成約に結び付かず、商談時
間が長くなる傾向である。

その他専門店
［呉服］（経営
者）

お客様の様子 ・農家で、稲作をしている人は、３割減反が響き、購
買力の低下が続いている。
・先行き不安や年金問題などで、高額商品が動かな
い。

その他専門店
［酒］（営業担
当）

販売量の動き ・依然、需要は低迷しているが、販売努力によって上
昇している分と、減少している分でプラスマイナス０
で推移している。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・必要最低限のものは買うが、今必要の無いものは買
わない傾向が続いている。ガソリンスタンドでも特に
車にかける費用を抑える傾向が強い。

高級レストラン
（支配人）

販売量の動き ・レストランは全体的に、前年並みの売上を確保でき
ている。
・宿泊は、サッカーワールドカップの影響分を除け
ば、前々年並の予約数であり、変わらない。
・宴会は、一般宴会は増えたものの、婚礼が減少し、
苦戦している。

その他飲食［そ
ば］（経営者）

来客数の動き ・ここ３か月、来客数、単価共に横ばい状態である。
５月に閉店した２店舗に今月中旬にコンビニが出店し
たため、すべてのコンビニが出揃い、周りはコンビニ
だらけである。

都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響もまだ残っており、延期やキャンセ
ルとなった宿泊やレセプションが戻っていない。一般
の宴会などは減少のままで、単価も下がったままであ
るが、今年前半は婚礼部門で頑張り、その不足分を補
い、売上は保っている状態である。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・消費マインドの冷え込みにより、ホテル来館者が減
少している上に、外食についても低価格指向が定着
し、厳しさが増している。
・質的な部分の充実を図り、付加価値をつけて競争力
を磨き、選ばれる商品の提供に一段の努力が必要な段
階である。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・いろんな商品やサービスの低価格化が進んでいる
が、消費者は更なる値下がりを待っており、それに
伴って購入も待っている状態である。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・梅雨にしては降水量が少なく、団体客も今月にずれ
込んだため、前年を若干上回る状況である。ただし、
単価は団体客の比率が高い分、２～３％低下してい
る。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・受注状況は前年に比べ104％、３か月前との比較で
は100％である。
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やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・金がかからず、家族で遊べるイベントはないかとい
う照会が多くなっている。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

お客様の様子 ・６月は梅雨時期であり、身体の不調になる人が多い
が、今年は空梅雨で、気温も普通で、皆さん調子が良
いらしく、具合が悪くなる人が少なく、当店の来客
数、販売量、売上などが減少している。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・既存店の来客数の伸び率が、３か月前と比べ、２～
３ポイント下がった状態である。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・当市南部に、中堅スーパーが進出し、南と北で、価
格競争が激化している。単価下落が一時期よりは、落
ち着いているが、半額は普通、３分の１の価格で特売
を行うなど、小売には厳しい状態が続いている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・今までの価格を更に下回っても、商品が動かない状
況で、どこまで行けば下げ止まるのか先が見えない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は横ばいで、一人当たり買上点数も減少して
おり、客単価も低下している。
・客はチラシを持って買い回っており、けして良いと
は言えない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・２キロ商圏内に競合店が出店し、来客数が10％ほど
減少している。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・買上点数が、減少している。
・デフレに慣れていて、少しでも単価が上がると客は
離れる。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・バーゲン的な売り方には非常に反応が良いので、
バーゲンの前倒しで売れている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・夏物バーゲンの時期になり、価格指向で購入する層
が急激に増加し、反面価値指向購入層が減少し、売上
絶対額確保になっていない。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・新機種を発表したにかかわらず、来場者数、受注数
共に期待外れである。

自動車備品販売
店（経営者）

お客様の様子 ・取引先の整備工場が、車検の仕事を取るため、営業
時間を深夜まで延長して操業しており、競争が厳しく
なっている。

住関連専門店
（経営者）

単価の動き ・購入単価が、毎月低下している。また高級品の販売
量も減少しており、買い控えはまだまだ厳しい。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・人数を追いかけ過ぎると、単価が割れる。割れ過ぎ
た単価では経費倒れで利益が確保できない。人数だけ
に偏りすぎては残らないというのが実感である。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・今月は総会シーズンであり、各団体や企業の総会は
あったものの、昨年に比べ、来客数は少ない。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・披露宴は、ようやく前年並に戻っているが、ＳＡＲ
Ｓなどの外的要因が一安心しているにもかかわらず、
下期の婚礼が去年を大きく下回っている。客が日を選
ぶのに慎重である。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・６月は夏休みの家族旅行の申込の問い合わせが多い
時期であるが､申込自体が少ない。逆に今月下旬に
なって、夏休みの旅行のキャンセルが多発している。

タクシー運転手 単価の動き ・新規参入企業があり、増車が続いている。
通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・経費節減を主とした質より経費重視のネットワーク
構築が増えてきている。

美容室（経営
者）

単価の動き ・来客数に大きな変化はないが、単価の安い店や商品
に集中し、ファミリーカットなど、親子で安くカット
できるサービスなどに客が集中している。

悪く
なっている

一般小売店［雑
貨］（企画担
当）

単価の動き ・客単価が下落を続け、来客数の動きも鈍くなってお
り、景気は悪い方向に動いている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・給与デフレによる買い控え、必要なものを厳選して
の購入、無駄なものは一切買わないという客の様子で
ある。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・売上が好調だった青果物も、野菜の相場が下がって
いる。果物はメロンとアメリカンチェリーが売上不振
である。さくらんぼは好調であるが、果物全体の売上
は低下している。
・競合店が出店しており、その影響が大きい。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・今月は､加工食品以外の平均単価がほとんどの部門
で前年を割り、特に生鮮はマイナス2.3％と大きく割
り込んでいる。客単価では、前月より１％、前年より
0.8％低下しており、悪い。
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観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・前年対比で、３か月連続、来客数と売上が減少して
いる。日帰り客は増えているが、売上を回復させるに
は至ってない。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は賞与支給月であるにもかかわらず、客が少な
い。１日20時間くらい流しても、平均20回弱程度しか
客を乗せられない。利用客の多かった週末も通常と変
わらず少ない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・６月はキャンペーンと新製品投入によりそこそこの
数量を確保している。

変わらない 食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・東京向け出荷は増加しており、東京を除く県外も堅
調であるが、県内需要は、飲食店を中心に縮小してい
る。

食料品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・依然として低価格帯商品へのシフトと集中化が続い
ている。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・ますます受注先の状況がコストだけに集中し、厳し
くなっている。ロット数が細切れになり、管理コスト
が上昇し、採算が取れない状況である。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格に下げ止まり感が出てきており、多少なり
ともこれ以上悪くはならないという雰囲気である。

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・輸入、特に中国からの輸入量が復調傾向に入ってい
る。

新聞販売店［広
告］（店主）

それ以外 ・ある個展の開催にかかわったが、入場者数、売上と
もに会場記録となっている。物が売れない時代でも、
感動のある所に人は集まるということを実感した。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

競争相手の様子 ・食品卸業界では、仕入先、取引先という棲み分けが
無く、仕入先を同じにして、サービス競争や価格競争
を行っているというのが現状である。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅会社の受注数が、総数として減少している。会
社により凹凸はあるものの、各社共新規受注数が減少
している。

その他企業［管
理業］（従業
員）

それ以外 ・現在、工場が忙しいのは、岩手工場が地震で停止し
たためである。岩手工場が復旧すれば、通常の状態に
戻る。

やや悪く
なっている

繊維工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・業界全体、特に産地そのものが、前年比受注量が思
わしくなく、業界は衰退しつつあり、どこで底を打つ
かつかめない状況である。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・４月以降、役所関係の発注量の削減が目立ち、売上
に響いている。
・少ない仕事の中にも、見積競争による売上の減少も
ある。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・４～５月よりは確実回復しているが、３か月前に比
べれば、受注量、売上共にまだ下回っている。

建設業（経営
者）

それ以外 ・各種団体の会合に出席して、昨年との違いは、特に
懇親会において、会場規模の縮小やコンパニオンの削
減、料理の品数を減らすなどして､経費の縮減を図っ
ている。

広告代理店（従
業員）

競争相手の様子 ・価格競争の入札の時に、競争相手の金額が更に下
がってきている。

コピーサービス
業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量に若干の多い少ないはあるが、単価の下落が
続いている。値引き競争が以前に比べ激しくなってい
る。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

雇用形態の様子 ・６月終了時のポリテクセンター研修生からの応募が
多い。特に派遣でも可という人が随分いる。

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・今期に入り、堅調に推移している。
・勝ち組と呼ばれる世界的なシェアを持っている企業
からの、継続的な注文が入っている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・業界によって、ばらつきはあるものの、メーカー、
流通、フードサービスに回復の兆しが見られる。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・派遣料金の単価がどんどん下がってきている。派遣
料金は、賃金であり、その金額で働いてもいいという
人が増えてはいるが、人件費や派遣料金に対するシビ
アな姿勢の企業が多い。

企業
動向
関連

雇用
関連
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新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・５月に続き、今月も求人数が伸びず、低迷してい
る。１月から４月にかけての回復傾向が止まっている
状態である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・雇用保険受給者は減少傾向にあるものの、雇用保険
が支給終了となり、その後に一般求職者として再び求
職申込をする人が増えており、全体として求職者数が
減少していない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・来春卒業予定の高卒用求人が30％減少している。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・大型ショッピングセンターのオープンに伴う、パー
トを中心とした求人が提出され、対前年同月比で増加
となっているが、求職者数も若干増えている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

それ以外 ・派遣料金の下げ要請が強く、見直しを迫られている
取引先が増えている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告件数が３か月前と比べ、26％減少してい
る。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者数も増加に転じ、雇用保険資格決定件数、需
給実人員共に増加している。

悪く
なっている

アウトソーシン
グ企業（社員）

周辺企業の様子 ・委託するよりも、自前でやろうというところが増え
てきている。自前でやるところはサービス残業でやる
わけで、景気は悪い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・広告代理店の動きがかなりひどくなっている。営業
もの、臨時もの問わずである。それだけ消費や小売の
動きが少ない。それにより電波、新聞への広告出稿が
悪くなっている。

　３．北関東（地域別調査機関：（財）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月は、登山用品、水泳用品の動きが良く、全体で
はやや良くなっている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・７月からたばこの税金が上昇することを受け、駆け
込み需要で来客数が増加している。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・６月上旬に強力な競合店がオープンし、１～２割の
売上低下を覚悟していたが、対策が功を奏し、３か月
前より２、３％上向いている。対前年比でも売上が
104.5％、来客数が106.5％となっている。

美容室（経営
者）

それ以外 ・６月に入り、美容院の設備投資への融資案件が５、
６件出てきているので、少しずつ良くなっている。

設計事務所（所
長）

販売量の動き ・５月末に社会福祉法人の仕事の関係で、自治体から
の補助金支給の内示が出たので、６月は本格稼動して
いる。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・25年間学校内でキャンプ用品を販売しているが、量
販店が取り扱っている品は売れなくなっており、前年
と比べても販売量が半減である。

一般小売店［家
電］（経営者）

競争相手の様子 ・メーカーとの会議において、客全体の地域家電店に
占める割合は３割を切ったという報告があり、厳しい
状況は変わらない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数は、前年をクリアしているが、客は必要な品
以外は購入せず、買上の点からは厳しい状況が続いて
いる。

スーパー（統
括）

単価の動き ・レジ通過客数は多少鈍化し、既存店ベース104～
106％で推移している。客単価は98～101％、買上点
数は107％、売上高は堅調に推移しているものの、５
月に下げ止まった点単価は更に97～98％と下向きに
なっている。初夏物衣料の動きが鈍く、苦戦してい
る。

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・この数か月の来客数は前年並みを確保しているが、
買上単価が低下している。全体でみると、売上は前年
の95％程度となっている。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・客は特に必要ない物は購入しない。目新しい、珍し
い商品があれば、触手を動かそうという様子に変化は
ない。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・７月１日からのたばこの増税に伴い、売上が上昇し
ている。たばこを除くと売上は苦戦しているので、変
わらない。

家計
動向
関連
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衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・ボーナス商戦の立ち上がり時期であるが、その気配
がない。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・客の動きが少なく、１万円でも５千円でも、とにか
く安い販売店から買うような状況で、厳しい。

高級レストラン
（店長）

来客数の動き ・ランチタイムの客席の回転率が１回転しかせず、な
かなか客数が伸びない。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊数は予約の2.5～３倍となるのが通常である
が、３か月前から現在においても、倍に届くかどうか
という状況である。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊は前年の１割減、宴会は２割減となっており、
低迷が続いている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・ＳＡＲＳの問題も下火になってきている。

旅行代理店（営
業・管理担当）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響がまだ残っており、６月はまだ復活
していない。

観光名所（職
員）

お客様の様子 ・旅館、ホテル、レストラン関係の売上は、全般的に
例年を下回っている。一部、安いランチや味の良いレ
ストランは活況を呈している。

遊園地（職員） 単価の動き ・食堂、イベントの減収傾向が続いている。利用単価
が前年比で300円以上下落している。

ゴルフ場（支配
人）

単価の動き ・来場者数はダイレクトメール発送や、各種イベント
などの営業の結果、増加したが、何かをしないと客の
確保は難しい状況である。客単価は依然として伸びて
いない。

競輪場（職員） お客様の様子 ・来場者数、購買単価とも減少、低下傾向にある。
住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・地価のデフレが進行しており、売る方がちゅうちょ
している。仕入れができないと次に進まないので、現
状打破できない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・不動産が動かない状況は変わらず、土地を買って造
成したのでは割が合わないので、分譲住宅から撤退す
る予定である。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・中心街の大きな空き店舗に食品中心のスーパーが開
店したが、にぎわいはわずか１週間程度で終わり、元
の状態に戻ってしまっている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・７月のクリアランス前であるが、例年と異なり、来
客数が非常に少なく、客は買い控えをしており、厳し
い。

百貨店（店長） 販売量の動き ・６月の売上は対前年比96％と苦戦している。
コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客は必要な品だけを購入しており、店にいる時間も
非常に短い。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・不動産賃貸、ホテルなどの中小企業の客がほとんど
である。５～６月の中古車販売量は非常に良くなって
いるが、客の倒産、夜逃げが何件もあり、周囲の景気
はやや悪い。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・周りの不景気、倒産などによる買控えにより、以前
と比べて販売量が減少している。

住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・買上点数の伸びも、止まってきている。以前と比べ
て、まとめ買いの頻度も減っている。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・飲酒運転の罰則強化により、来客数が減少してい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・不景気のせいか、客が料金にシビアになってきてい
る。特に名刹のご開帳が終わってから、宿泊、宴会の
金額に関する問い合わせの増加が目立つようになって
いる。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・ＳＡＲＳ問題が一段落してきたが、客の不安は変わ
らず、３か月前と比べても旅行を控える傾向は多々み
られる。海外旅行もない。

タクシー運転手 それ以外 ・梅雨時で傘代わりの利用が多く、１km前後で300～
400円程度の客が目立つ。5,000円以上の長距離客
は、週に１度いるかいないかである。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・６月に携帯電話の新機種が発売されたが、新規契約
数、純増数ともあまり伸びていない。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・周囲の事務所からは仕事が確保できないという声が
聞かれ、明日は我が身という状況である。

悪く
なっている

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・中元ギフトの早期注文客数、夏物の買上点数が減少
しており、消費は冷え込んでいる。

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・６月の売上は対前年比で95％、３か月前と比べても
４％減少と非常に悪い。来客数も2.3％減少してお
り、厳しい。
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乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車が発売になって１か月が経過したが、販売は
微増にとどまり、全体の売上は一向に増えない。

タクシー運転手 それ以外 ・会社全体の売上の落ち込みから、夏のボーナスが冬
の45％程度しか支給されないことになった。歩合も
４％カットとなり、厳しい。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・新モデル車の販売が好調であり、６月の売上は前年
比で15％増加している。

やや良く
なっている

精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・自動車関連で比較的活気が出てきている。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・７月からのたばこ値上げのため、販売店の抱え込み
が多く、一時的に輸送量が増加している。

変わらない 化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量に大きな変化はなく、下落したまま
の状態で推移している。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・特注品に加え、店頭商品の受注が多少増加してきて
いる。

金属製品製造業
（経営者）

それ以外 ・排ガス規制の関係で、50～70％増の生産状況が１月
から続いており、組み付けるトラックの生産が追いつ
かない状態である。業界全般では、生産量、受注量と
も低いなりに安定し、自動車以外の工作機械、産業機
械、建設機械などが平均10％増程度になってきてい
る。

一般機械器具製
造業（生産管理
担当）

取引先の様子 ・排ガス規制の関係で、トラック関連の部品を手がけ
る会社はフル操業で、仕事が多くて困っている状態で
ある。建設機械関連でも、中国向けの動きが近年にな
く上向き、自動車関連の好調とあわせて、悪い話を聞
かない。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・取引先の旅行代理店では、ＳＡＲＳやイラク戦争等
で海外旅行を控えていた客の国内へのシフトが、予想
ほど増加していないという話である。一方、家電量販
店では、ＤＶＤ関連でハードディスクレコーダー等の
売行きが良いとのことなので、総じて変わらない。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

取引先の様子 ・６月の折込チラシ出稿料は前年比で96.5％となって
いる。名刹ご開帳の４、５月はそれぞれ102、100％
と回復したが、結局一時的なもので、宣伝費の出費に
対する厳しい状況は変わっていない。取引先の大手衣
料品スーパーでは、月末から夏物半額バーゲンを大々
的に開催しており、売上が３割増加し、好調である。

やや悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・６月に取引先２社が自主廃業となっている。

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

取引先の様子 ・大手販売会社が企画した企画商品の売行きは好調で
あるが、路面店を対象とする卸企業は不振であり、企
業間格差はより一層拡大している。

経営コンサルタ
ント

それ以外 ・現状維持の困難、対前年比での悪化など、業績不振
を訴える企業経営者がほとんどである。新しい案件、
新規事業での手応えをあげても、実際のビジネスに結
びついているものは極めてまれである。

その他サービス
業［放送］（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・商業、流通業界からのスポットコマーシャルの落ち
込みが厳しい。大型量販店、商店街からのイベント受
注も大幅に落ち込んでいる。

悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・親企業が中国に拠点を移すために、仕事が徐々に減
少してきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・在庫調整のためか、相当生産を絞られており、６月
は15時までの営業となっている。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・民間土木工事で見積より更に厳しい金額を要求さ
れ、やむを得ず断っている。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・マンションの管理に関して、金額を抑えたいという
管理業者が増加している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求職者数の動き ・業種による差はあるが、前年同期と比べて、求人は
増加傾向にある。しかし、派遣料金は低下が続いてい
る。５年前には考えられなかった働き盛りの40～50代
の男性の派遣登録が目立って増加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年同時期と比べて、新規、有効ともに求人数は増
加、求職者数は減少している。来所する求人企業数は
落ち着いてきており、派遣や請負が目立つ状況となっ
ている。

企業
動向
関連

雇用
関連

63 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

変わらない 求人情報誌製作
会社（経営者）

求人数の動き ・近隣に開店したアウトレットモールの雇用の動きが
一段落し、ゴールデンウィーク明けから６月まではや
や鈍くなっている。10月に大規模なショッピングモー
ルのオープンが決まり、合同面接の話がきているの
で、総じて変わらない。

求人情報誌製作
会社（経営者）

雇用形態の様子 ・短期間で辞めてしまう中途採用者が多く、経営者は
困っている。繁忙期に派遣で対応できる職種は、社員
での募集は少ない。サービス業の求人は多いが、ほと
んどがパート、アルバイトである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数が７か月ぶりに対前年同月比4.5％減少
している。有効求人倍率も0.42倍と、引き続き低い倍
率になっている。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・新卒は組織のバランスから例年通り採用しても、中
途は弱含みであり、新規求人は全く活発化していな
い。

学校［短期大
学］（就職担
当）

求人数の動き ・今春の卒業生に対して、事務職を中心とした求人問
い合わせが数件来ている。あまり変化はない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・取引先の業況が苦しく、宿泊施設から立て続けに２
件の契約解除の動きが出ている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・雇用が不安定な派遣、アウトソーシングの求人は目
立つが、その他は低調な動きである。

悪く
なっている

－ － －

　４．南関東（地域別調査機関：（財）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・イラク戦争、ＳＡＲＳ問題が一段落し、宿泊の売上
も回復したほか、６月後半は株主総会等の予約や40～
50代の女性をターゲットにしたイベントによる集客
で、レストラン等の売上が戻っている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・戦争、ＳＡＲＳの終えんで、客の動きが活発になっ
ている。

やや良く
なっている

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・アパレル部門、宝飾品等の主要部門の売上が増加し
ている。中元については、インターネット等の受注が
伸びている。ギフトセンターでの客単価も上昇してい
る。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・５月に続き、来客数が前年を超えるようになってい
る。特に、消費の主力である40～50代女性対象の衣料
品に好調な兆しが出てきている。従来であれば、６月
下旬は、７月のセール待ちが多くなる時期だが、今年
は定価商品の販売が前年を上回っている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・夏物処分を例年より早めに仕掛けたため、衣料品、
特に婦人衣料関連で昨年比141％、子供衣料が
116％、衣料品全体でも112％となっている。住居関
連もエアコン等が昨年比115％と好調で、家庭用品は
120％、ヘルス＆ビューティ関連は158％と伸びてい
る。食品は、精肉、青果、鮮魚で３％減少している
が、店全体では昨年を上回っている。

衣料品専門店
（店員）

競争相手の様子 ・必要であれば、価格にこだわらず購入する客層の増
加が目立つ。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・パソコン、その他の商品で新製品が出ていること、
エアコンの販売台数が多いことから、３か月前に比べ
て販売量、来客数が増加している。

家電量販店（営
業部長）

販売量の動き ・客は出費を我慢してきたが、高機能商品、多機能商
品には敏感に反応している。高価格ながらも、メガピ
クセルカメラ付き携帯電話、節電型ノンフロン大型冷
蔵庫、乾燥機付き洗濯機、薄型ＴＶ、ＨＤＤ付きＤＶ
Ｄレコーダー、エアコンなど、多機能高価格商品の動
きが良い。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの終息により、やや良くなっている。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・ここにきて、ようやく海外旅行の動きが出てきてい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・多少利用客が増加している。クレジット利用客も増
えており、金曜日は駅からの利用客が列を作るときも
ある。

家計
動向
関連
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住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量が４月、５月、６月と好調に増加している。
現行の住宅ローン減税制度には年末の期限切れがあ
り、駆け込み需要がある。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・ＳＡＲＳ問題も落ち着き、海外旅行客も戻りつつあ
るので、来客数、販売数の動きが横ばいになってい
る。

一般小売店［衣
料・雑貨］（経
営者）

お客様の様子 ・６月上旬は気候が安定していたため、夏物の動きが
良かったが、中旬以降は気候の不順で、売れ筋が値ご
ろ商品に変わってきている。
・大型店のバーゲンが始まったが、来客数は減少して
いない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・夏物の動きが非常に悪い。高額品は売れず、売れる
のは単価の低い物である。ボリュームゾーンの値ごろ
感のある商品も、販売が難しい状況が続いている。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・百貨店のカード優待の実施期間中に売上が集中し、
それ以外の時期は、来客数、売上ともに著しく減少し
ている。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・客は、期間限定や数量限定商品には敏感に反応する
が、いつでも買える商品への反応は鈍い。また、商品
を選ぶまでの時間が長く、様々な情報を検討してから
初めて購買行動を起こすなど、買物に対する慎重さが
目立つ。

百貨店（統括） 販売量の動き ・春物に引き続き、夏物商材も売れていない。父の日
ギフトへの客の反応も鈍い。

スーパー（店
長）

単価の動き ・６月前半は、気温の上昇に伴い衣料品を中心に夏物
商品の動きが良かったが、後半は雨の日も多く、客単
価も低下している。前年比では来客数が増加し、売上
も上回っている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・６月は気温が高く、衣料品の売上が２桁増加してい
るが、食品の伸びがいま一つである。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・近隣の競合施設が改装中なので、売上が増加すると
予測していたが、実際の売上は低迷している。

スーパー（運営
担当）

単価の動き ・少しずつであるが、来客数は回復基調にあるが、単
価は依然として低迷している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・夕方の主婦等の来客数が減少している。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・客単価、客の買上点数、売上は昨年と同程度で推移
している。お中元等ギフト関係も昨年並みである。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・中国製の衣料品が多いので、ＳＡＲＳ問題を契機に
日本製の商品を積極的にアピールしたが、売上の増加
には至っていない。日本製と中国製の単価にはかなり
の格差があり、客は単価を気にしている。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・客は安い商品を求めており、競争相手もポイントを
加算して売出競争を行っているので、全体的に単価が
低下している。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・高額車の売行きが依然として悪い。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・新車販売実績は101.7％と、２か月連続で昨年をわ
ずかに上回っているが、目標値の81.6％であり、昨年
の実績が悪かっただけに、苦戦が続いている。
・サービス部門の売上も、昨年同月比では108％だ
が、目標値の90％に終わりそうである。

その他専門店
［ドラッグスト
ア］（経営者）

単価の動き ・来客数は増加しているが、単価が低下しているた
め、全体としては変わらない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・週２回から週１回、月１回へと外食の頻度が減少し
ている。ボーナスは出たが、社会保険料の比率が上
がったため、手取りが減り、飲食への消費が抑えられ
ている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・人通りがない。ピーク時間である８時～11時でも、
人が歩いておらず、客引きの女性ばかりが目立つ。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・客の倒産等が相次ぎ、全体の物件数が３割減になっ
ている。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・夏場の個人旅行の申込数は例年と変わらないが、単
価が非常に低い。通常、繁忙期には、客は余裕のある
金額を出してくるが、現状では、客は最低金額の問い
合わせから始めていく。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・特に目立った問い合わせもない。問い合わせがあっ
ても、いつも決まった客なので、状況は変わっていな
い。
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タクシー（団体
役員）

お客様の様子 ・町に客が少なく、駅の構内でも待ち時間が相変わら
ず長い。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・値引きや割引の効果も薄れ、契約増加に結び付きに
くくなっている。

その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・少しでもニーズに合わなければ、人気のある商品で
も購入しない状況は変わっていない。類似の商品によ
る代替がきかず、消費支出に対して一段とシビアな客
の姿勢が続いている。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・民間物件の受注が具体化しておらず、厳しい状況が
変わらない。

やや悪く
なっている

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・エアコンの需要期であるが、動きが落ち込んでい
る。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

お客様の様子 ・中元の早期承りが常態化しており、価格訴求の魅力
も薄れ、客は振り向かない。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・客の売上単価は、1,100円から1,300円の間で推移
しているが、1,300円台はあまりなく、客が財布のひ
もを引き締めている様子がうかがえる。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・水着の季節であるが、客は必要な物だけを買うた
め、水着袋やタオルは全然売れない。

家電量販店（営
業統括）

販売量の動き ・来客数の伸び率、１回の買物点数等が確実に縮小傾
向にある。必要な物以外には、客は購買意欲がわかな
い状況にある。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・平日は新規客が全くなく、土日は１～２件の状態
と、来客数が激減している。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・客が必要最小限の物だけを購入する状況が続いてお
り、追加的な商品の購入がない。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少し、かつ単価も低下している。

一般レストラン
（経営者）

競争相手の様子 ・近隣のホテルでも、低料金や飲み放題が多くなり、
宴会時の価格帯、メニューの工夫が難しい。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・客は、質ではなく、価格や量を他店舗と比較しなが
ら商品を選択している。多少高くても質の良いものを
選ぶ客は、競合相手の出現等により減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・深夜遅くなってからの利用者が少ない。
ゴルフ練習場
（従業員）

販売量の動き ・前年同時期よりも、来客数、売上とも減少してい
る。高額なカード等の売行きも鈍く、客単価も低下し
ている。

その他サービス
［学習塾］（経
営者）

来客数の動き ・夏期講習の受付が始まったが、昨年と比較しても申
込件数が少ない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約件数、金額とも減少している。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・６月は、ほとんど販売がないに等しい状況である。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街で中元売出しを行っているが、売上が春に比
べてやや悪い。

一般小売店
［茶］（経営
者）

来客数の動き ・６月は来客数が落ち込み、ここ数年で一番悪い。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・時間をかけて買物をする客が増加している。

衣料品専門店
（次長）

お客様の様子 ・先月と同様、ＳＡＲＳの問題が中国製品の安全性に
不安感を与えている。生産についても、工場の稼動
と、輸入手続の遅れが発生している。

その他専門店
［キャラクター
グッズ］（従業
員）

販売量の動き ・販売量が前年比２割減、客単価１割減と、減少傾向
に歯止めがかからない。

高級レストラン
（経営者）

単価の動き ・今までは、3,000円程度の懐石コースが主婦の客に
売れていたが、現在は2,000円、1,200円といったラ
ンチの値段の商品しか売れなくなっている。

その他サービス
［学習塾］（経
営者）

お客様の様子 ・月謝の未納者数が若干増加している。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比較すると、自社の建売物件がほとんど
売れない。
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良く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・６月は受注量が多く、パートを１人採用したが、そ
れでも残業や休日出勤が多くなっている。

やや良く
なっている

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・大規模な投資はなく、小規模で利益の薄い案件が主
体となっているため、利益確保は依然として難しい
が、６月に入り、ＩＴ関連設備投資についての提案案
件、受注案件ともに、件数は増加しているので、全体
的に業務量は増え、職場に活気が出ている。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・得意先の病院や中小企業からの注文がないが、大き
な電力会社の社屋移転に伴う特需があるので、全体と
しては変わらない。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注がなくなる製品もあるが、新しく開発された製
品の注文も入っている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・大口の物件はないが、小口の受注が定期的に入って
おり、例年並みの売上を確保している。

輸送業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・排ガス規制への対応に伴う改善費の増加や、前倒し
による新車導入により、経費が大幅に増加し、収益を
圧迫している。

通信業（営業企
画担当）

受注価格や販売
価格の動き

・より安く、高品質な商品を求める客の要求は、更に
強まっている。現状よりも高い機能性や利便性、価格
面での魅力を感じないと、新商品への変更をしない。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・賃貸用不動産の購入等の資金需要は、やや増加しつ
つあるが、製造業等の設備資金需要は、依然として低
調である。

金融業（渉外担
当）

取引先の様子 ・企業の資金需要は相変わらず小さい。６月は賞与、
決算資金等の資金需要があるが、賞与資金も前年比増
額という企業はほとんどない。決算資金も同様であ
る。

その他サービス
業［ディスプレ
イ］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・予算の削減が進み、受注価格の低下が更に進んでい
る。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・物の動きがない。新規問い合わせはあるが、成約ま
でには至らない。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取引先から発注される仕事量が、全般的に少ない。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・例年５月後半には、各社からの見積依頼が増加する
が、今年は６月に入っても見積依頼件数が少なく、例
年の半分程度にとどまっている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３月の売上に比べ、６月の売上は78％と減少してい
る。
・同業者２件が倒産している。小規模事業所の経営が
苦しくなっている。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・例年よりは少ないが、指名はある。しかし、低価格
競争のため、受注は難しい。

悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

それ以外 ・婦人ブラウスの売上が伸びず、注文が減少してい
る。また、大手メーカーが倒産したため、その品物が
流れ、販売が伸びない。在庫が多いので、受注がな
く、特に６月の受注はゼロである。

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・例年であれば、新年度予算の仕事が出てくる時期で
あるが、今年は取引先に発注予定がない。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（企画担
当）

周辺企業の様子 ・中途採用に関する企業の求人意欲が、若干高まって
いる。

職業安定所（所
長）

求職者数の動き ・新規求職者は、前年同期比で3.7％の減少となって
いるが、特に45歳以上で事業主都合・自己都合の離職
者が、ともに20％台の減少となっている。一方で、在
職者等が増加していることから、雇用情勢に改善傾向
がうかがわれる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職申込件数が、８か月連続で減少しており、
６月も、25日現在で4.6％減少している。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３月末の決算で業績の良かった企業では、求人数が
増加しているが、全体的には、依然として求人の動き
は少ない。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・一般的に、６月末は派遣需要が大きく見込まれる時
期であるが、今年は、企業からの求人数が他の月と大
きく変わっていない。

企業
動向
関連

雇用
関連
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職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・求人数は増加しているが、事務職では派遣、製造業
では請負の求人が目立つ。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前の求人数と比較して、一般求人、パート求
人ともに減少している。特に、一般求人の減少幅が大
きくなっている。
・雇用吸収力の比較的大きい製造業、特に電気機械器
具、電子機器製造での求人数が、３か月前と比較して
増加しており、すべての産業で減少傾向というわけで
はない。

学校［専門学
校］（教務担
当）

採用者数の動き ・各社とも、求人は行っているが、求人数は少ない。
現在の内定数は、昨年同時期の85％である。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・アルバイト感覚で職を探す求職者が多く、なかなか
就労に結び付かない。

悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人が更に出なくなっている。求人広告に年間
1,000万円を使っていた会社が、広告費を全く使わな
くなっている。
・欠員が出ても補充せず、現状のまま、何とか従来の
仕事をこなそうという企業が多く、新規事業で多少募
集を出す企業があるぐらいである。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・首都圏全体での求人数が、今までになく減少してい
る。

　５．東海（地域別調査機関：（株）ＵＦＪ総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・客単価は依然として低いが、今年は雨が少なく涼し
いこともあり、観光客数は増加している。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・６月前半は父の日の販売が好調であった。後半はク
リアランス待ちで買い控えがあると予想していたが、
予想に反して平日にも着実な売上がある。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・イラク戦争やＳＡＲＳ問題が終息し、また昨年は
サッカーワールドカップの影響によって売上が低迷し
たこともあって、売上の前年同月比は先月までの水準
を上回っている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・客はＳＡＲＳに関するマスコミ報道にまだ影響を受
けている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・ＳＡＲＳ問題の影響はまだ残っているが、個人客の
動きは良くなってきている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客数が増加していて、多忙な日が多くなっている。
日柄の良い日は客数はさらに増加している。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・低利の固定金利による長期貸出が可能になってお
り、客も乗り気になってきている。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・例年に比べて土日に雨が多い影響もあり、客単価の
低迷が続いている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・数か月前から継続して、客の購買数が大変厳しく
なっている。

一般小売店［生
花］（経営者）

単価の動き ・豪華な花束はあまり売れないが、安くて小さな花束
は良く売れている。

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・ゴールデンウィーク以降、来客数は横ばいである。

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・来客数はまずまずであるが、販売量が厳しく売上が
伸びない。発泡酒、焼酎に比べると清酒、ビール、ウ
イスキーの動きが悪い。たばこの増税前の駆け込み需
要も期待はずれである。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・昨年はＢＳＥ問題の影響で売上が大きく減少したた
め対前年比の売上は伸びているが、その影響を差し引
くと伸び率に変化は見られない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・クリアランス待ちの下見客が多く、売上は芳しくな
い。

百貨店（企画担
当）

販売量の動き ・衣料品はファッション雑貨、海外ブランド品が相変
わらず好調であるが、全般的にはクリアランス待ちで
低迷している。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・相変わらず低い水準で推移している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・特売時の販売量は増加するが、平常時は必要な物だ
けを少し購入していくという買物傾向が続いている。

家計
動向
関連
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スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・大型店との競争の影響で、中堅のスーパーが閉店し
ている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・天候の影響で特売品や季節商材への反応が非常に鈍
い。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価は依然として前年同期の96～97％で、低迷を
続けている。

スーパー（店
員）

単価の動き ・客単価が前年比で落ち込んでいる。

スーパー（店
員）

単価の動き ・客単価がかなり低くなっている。

スーパー（店
員）

販売量の動き ・客は必要のない商品はいくら安くても購入しない。
財布のひもが再び固くなってきている。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・１人当たりの来店回数が減少している。

スーパー（仕入
担当）

来客数の動き ・来客数、客単価ともに前年同期の99％と、同業他社
と比較すればまずまずであるが、一進一退の状況が継
続している。気温が低いため、売上は若干低迷してい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・安売商品の動きは良好であるが、定番商品の動きが
鈍い。雑誌を買わずに立ち読みする客が増加してい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・売上は前年の94％程で、前月の水準とほとんど変わ
らない。競合店の出店や量販店の営業時間延長などの
影響によって売上は伸び悩んでいる。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・天候の影響もあるが、来客数、単価ともに減少して
いる。

衣料品専門店
（店員）

単価の動き ・来客数は増加しているが、客単価は低下している。
その結果、売上は変化していない。

衣料品専門店
（企画担当）

販売量の動き ・売れ筋商品の動きが鈍く、販売数が伸びない。客の
商品に対するし好が多様化している。

家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・客の買物行動は相変わらず慎重である。同じ品質な
ら安価な物を購入している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・本来ならボーナスの需要期に入っているはずだが、
そうした雰囲気は全くない。「ボーナス商戦」という
言葉はもはや死語になっている。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・成約率は前年並みを確保しているが、前年と比べる
と来客数はかなり減少している。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・住宅、公共物件、民間建設ともに低調であり、価格
競争が激化している。

その他小売［貴
金属］（経営
者）

販売量の動き ・身近の倒産、リストラなどの影響が売上低迷に結び
ついている。

その他小売［総
合衣料］（店
員）

単価の動き ・ユーロ高による輸入商品の価格上昇の影響で販売量
に影響が出てきている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・販促イベントやフェアなどに対する客の反応は相変
わらず慎重であり、活気に欠ける状態が続いている。

バー（経営者） 来客数の動き ・終電近くになると客がほとんどいない状況である。
都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・レストランの来客数の増加で収入を確保している。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・単価の低下には多少歯止めがかかっているが、イラ
ク戦争やＳＡＲＳ問題の影響があり、来客数は伸びて
いない。

旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・ＳＡＲＳ問題やイラク戦争の影響で国内旅行への振
り替え需要もあるが、米国テロ時のような上昇は見ら
れない。国内の宿泊客数は顕著に増えているが、食事
は昨年を下回っている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・ＳＡＲＳ問題は一段落しているが、海外旅行者は増
えていない。一方で国内旅行は増加しているが、販売
量、価格の面で厳しい状態が続いている。

タクシー運転手 来客数の動き ・終電後でも客が多い金曜日は月に２～３回あるが、
全体的には変化はない。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来場者数は前年同月と比較して10％程減少してい
る。

パチンコ店（店
長）

来客数の動き ・店舗毎に来客数をみると変動があるが、全体の来客
数には変動はない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・相変わらず客の回転が悪い。
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住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・戸建住宅の引き合いは減っているが、高齢者対応や
ペット対応など特徴のある賃貸マンションやアパート
の建設は増加している。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・競争相手が増加しており、販売は低下している。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・大手チェーンが急激に出店を増やし始めており、全
体の消費が伸び悩む中で既存店では死活問題になって
いる。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・単価の高い商品の動きが特に悪くなっている。弁当
なども、安い商品は前年より売れているが、全体とし
て売上は大きく前年割れしている。

コンビニ（売場
担当）

それ以外 ・たばこの増税前の駆け込み需要が目立っているが、
売上全体では前年同月の96％～97％で推移している。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

単価の動き ・仕事量が激減し仕事の奪い合いとなっているため、
単価が下落傾向にある。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・パソコンの新製品が出そろい販売量が増加する月に
も関わらず、前年比でかなり落ち込んでいる。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・販売量や単価、競争相手の様子など、様々な面で低
迷している。

家電量販店（店
員）

単価の動き ・来客数に変化はないが、単価の下落傾向は継続して
いる。

自動車備品販売
店（経営者）

単価の動き ・他店との価格競争に巻き込まれて単価や来客数に影
響が出ており、売上が厳しくなっている。

乗用車販売店
（経営者）

競争相手の様子 ・大手の同業者が値引き合戦で潰しあっている状況で
ある。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・ボーナス前の需要期にも関わらず、かなり悪い状態
である。ボーナス支給額が少ないうえに、保険料など
の負担増が影響している。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・ボーナス時期であるが、景気は良くない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・企業などでは人員削減によって不要車両が発生する
など、法人による新車買い替え需要が落ち込んでい
る。

住関連専門店
（店員）

販売量の動き ・天候の影響もあるが、売上は前年同月を超えていな
い。客は慎重に考えたうえで物を買っている。

その他専門店
［貴金属］（店
長）

お客様の様子 ・高額商品に対して客の財布のひもは固い。安物も購
入したくない様子で、ボーナスが出るのを待っている
様子である。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・売上は前年同月比で減少している。新しい客も増え
ていない。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊客数は減少してきており、特に外国人客の減少
が大きい。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・会議利用は増加しているが、宴会利用が減少してい
る。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・夏休みの旅行の申込がある時期だが、ボーナス支給
に対する不安からか例年と比較して減少している。

タクシー運転手 来客数の動き ・ボーナス期であるが、客はあまり増えていない。深
夜２時以降の客が全くない日も多々ある。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・競争が激化している影響もあるが、新規契約数の落
ち込みが目立ち、ここ３年で最低の水準となってい
る。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数は少し減少している。ゆとりをもって余暇を
過ごす状況にはない。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・色々な企画を打ち出しているが、効果がない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客の話では、ボーナスの金額が減ったり全く出なく
なったりと、良い話が聞かれない。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・客は来店を控えている。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

単価の動き ・福祉用具のレンタル回数が減少している。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・来客数が非常に減っている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・販売先が今月だけで３社廃業しており、影響が大き
い。

百貨店（外商担
当）

お客様の様子 ・客にどんな商品を持って行っても、不景気を理由に
断られてしまう。
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コンビニ（店
長）

販売量の動き ・たばこの増税前の駆け込み需要は出ておらず、売上
減をカバーできずにいる。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・低価格の中古車は相変わらず人気が高いが、新車は
販売台数が伸びず非常に苦戦している。軽自動車も他
社との値引き合戦について行けない状況である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・１人当たりの来店回数が激減している。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・ボーナス月で売上増加を期待していたが、客からは
ボーナスカットの話ばかり聞く。これまで以上に厳し
さが伝わってくる。

美容室（経営
者）

それ以外 ・40年以上仕事をしているが、これほど景気の悪い月
は初めてである。

設計事務所（職
員）

来客数の動き ・新規住宅は建売など安価なものは売れているが、客
には設計者に依頼して建設するだけの余裕はない。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［室内装
飾業］（経営
者）

販売量の動き ・元請からの受注が激減している中で、直請の受注も
少なくなってきている。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（工務担
当）

受注量や販売量
の動き

・高い生産負荷が続いており、残業することも多く
なっている。

建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・一般プロジェクトは工事規模が依然として小さく受
注量も少ないが、中部国際空港関連で若干ではあるが
良くなってきている。

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・海外市場は引き続き厳しいが、国内販売は多少なが
ら回復基調にある。

電気機械器具製
造業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・電気関係の受注量は若干上向きになっている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上、輸送台数ともに107％程度と、荷動き全体に
明るさが見え始めている。

金融業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・ボーナス時期で、年金商品がよく売れている。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量ともに横ばいが続いている。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・ＩＴ関連の製品は比較的堅調であるが、旧来型製品
はやや苦戦している。

化学工業（人事
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・安くないと売れない状態は変わっていない。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・取引額は若干伸びているが、取引量は横ばいか減少
している。

金属製品製造業
（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・仕事は忙しいが単価が低く、利益確保は非常に厳し
い。

一般機械器具製
造業（販売担
当）

取引先の様子 ・引き合い、受注量とも相変わらず多く、受注確率も
高いが、取引先の多くが不安定な状況にあり懸念して
いる。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・一部の商品は受注量が前期比で増加しているが、他
は相変わらず受注量が伸びず、生産体制の見直しが迫
られている。

電気機械器具製
造業（従業員）

受注価格や販売
価格の動き

・在来商品に比べて20％以上価格を低くしている新商
品に対しても、さらなる値引きを要求されている状況
である。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格の競争が激しく、赤字覚悟の案件が発生し
そうなほど厳しい。

広告代理店（従
業員）

受注価格や販売
価格の動き

・極端な買い手市場になってきている。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・県内製造業で海外への販路開拓のため東アジアでの
イベントを計画していた企業が、ＳＡＲＳ問題の影響
でヨーロッパでの開催に変更するなどしている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・開発業者による新規土地取得動向は依然として弱
い。

税理士 取引先の様子 ・顧客企業では現状維持が精一杯の状況である。
その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・取引先企業の復活もあり、受注は好調に推移してい
る。

やや悪く
なっている

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・取引先によって受注量に差があり、全体の生産量は
やや減少している。

建設業（総務担
当）

取引先の様子 ・事業内容を縮小する取引先が目立ってきている。

企業
動向
関連
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輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・全体的に輸送量が減っている中で、同業他社の一部
が運賃のダンピングを行っている。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・厳しい環境にある広告業界で、チラシはそれほど影
響を受けずにきたが、ここに来て大幅に減少してい
る。

公認会計士 それ以外 ・顧客企業の業況が悪化している。
・不動産売買は銀行借入を減らすためのものが大部分
である。

悪く
なっている

非鉄金属製品製
造業［鋳物］
（経営企画）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量の減少も著しいが、価格の低下も大
きくなっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・単発など新規の派遣依頼は増加してきており、派遣
需要は回復してきている。

求人情報誌製作
会社（企画担
当）

求人数の動き ・求人数は低い水準で安定している。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・自動車関連企業などから800人の新規求人が入って
いるが、電子、電気、ソフトウエアなど技術開発力を
持った人材の求人が中心であり、求人数は増加してい
るが採用数は改善していない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・公共工事の新年度予算に伴う土木関係や、電気機械
器具製造業など、新規求人は増加傾向にある。

変わらない アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

求人数の動き ・自動車関連、ＩＴ関連ともに求人は堅調である。

職業安定所（管
理部門担当）

それ以外 ・新規求職、新規求人ともに横ばい状態である。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・どの分野においても求人広告件数は減少している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・中小零細事業所が資金繰りの悪化によって倒産して
いる。黒字が見込める企業でも金融機関の貸し渋りに
よって廃業に追い込まれるケースもある。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・３か月前と比較すると、管内の有効求人は4.6％減
少し、有効求職者は14.6％増加している。その結果、
有効求人倍率は0.16ポイント低下している。

悪く
なっている

－ － －

　６．北陸（地域別調査機関：（財）北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・来客数は変わらないが、年々低下していた客単価に
下げ止まり感が出てきたため、売上は前年並みになっ
てきた。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・今月の売上は例年と比較して１割弱上向いている。
・建設やコンサルタントなどの客からは悲鳴が聞かれ
るが、金型など製造関係の企業では大変忙しく、年内
は何とか大丈夫という話も聞く。依然として業種によ
る格差がみられる。

競輪場（職員） 来客数の動き ・今月は周年記念開催があったため、来客数、客単価
ともに多少伸びている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・来客数、販売量ともに相変わらず好調である。今ま
でかなり悪かった地元企業が３月期の好決算を発表し
たことも影響している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・人通りは例年並みで、また空き店舗もないが、商品
が全般的に売れていない。

一般小売店［果
物］（経営者）

販売量の動き ・ゴルフコンペのシーズンであるが、開催が少ないた
め、賞品の需要が生じない。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・当地では梅雨シーズンにもかかわらず降水量が少な
かったため、夏物のファッション衣料の動きは良かっ
た。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・来客数はあまり落ちていないが、一点買いが多いた
め、客単価が伸び悩んでいる。また、少額の買上でも
カードによる分割払いを希望する客が見られる。

雇用
関連

家計
動向
関連
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スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数は増えているが、客単価が落ちている。理由
は買上点数は前年と変わらないものの、一品単価が低
下しているためである。

スーパー（店
長）

単価の動き ・来客数、客単価ともに前年割れである。特に客単価
は食品の競合の影響を受けて、低単価傾向が続いてい
る。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客は無駄な買物をせず、いろんな店で買い回りをし
ている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・今月はたばこの買いだめが目立つ。しかし、客単価
が低いため、全体的には変わらない。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・客はお金を持っているものの使わないため、客単価
は変わらない。たばこについては値上げ直前にカート
ン単位の購入が多かった。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・４、５月に比べチラシ等の広告量を減らしたため、
大半の取扱商品の売上が伸びなかった。客は超目玉な
ど刺激的な内容を盛り込んだ広告には反応するが、一
般的な内容では反応がない。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・春先以降、来客数の減少が続いている。特に、期待
している土、日曜日の減少が目立つ。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・ここ数か月間の販売台数はほぼ横ばいで推移してい
る。このなかで昨年発売されたＲＶ車はかなり高額で
あるが、好調な売行きを示している。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・前年に比べて４月はいったん悪化したが、その後若
干持ち直している。各ディーラーともに販売のウエー
トが小型車に移っているため、販売単価は低下してい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・新型車が登場した割には、来客数は前年比10％減少
している。

その他専門店
［医薬品］（営
業担当）

来客数の動き ・商品構成の中で消耗頻度の高い、より身近な生活用
品を多く取りそろえ、チラシ攻勢をかけたため、来客
数はややプラスで推移している。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・６月は団体の予約が例年並みで推移しているが、小
グループの受注が激減しているため、苦戦を強いられ
ている。
・暑い季節となり、飲料の売上が１割程度伸びてい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・婚礼宴会は受注件数の減少から減収の見通しとなっ
ているが、一般宴会は３か月前と比較して伸びてい
る。全体ではほぼ前年並みとなる。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・新年度に入ってから、携帯電話の注文の動きが例年
に比べて鈍い。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・個人、団体ともに前年に比較してあまり良くない。
特に団体が悪い。

設計事務所（職
員）

販売量の動き ・受注に結びつく案件が回復しつつあるものの、ボ
リューム的には簡単に回復しない。まだまだ辛抱が続
く。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・来店客の多い店と少ない店の二極化が目立つ。

一般小売店［鮮
魚］（店長）

単価の動き ・周囲の競合店が安売りのチラシを大量に投入してい
るため、客単価が下がっている。特売商品についても
客の買い回りが目立つ。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・来客数は前年の95％を下回り、季節商品のサンダル
の売上も前年の80％を切る状態で推移している。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数のばらつきや減少は、店と客とのコミュニ
ケーション機会を低下させている。

乗用車販売店
（経理担当）

来客数の動き ・今月は大規模イベントを実施した結果、新車は目標
を下回ったものの、中古車は目標を多少上回る実績と
なった。ただ、来場者数は予定の半分しかなく、市場
環境は厳しさを増している。

住関連専門店
（店員）

お客様の様子 ・低価格帯及び超目玉のバーゲン商品でも、客はすぐ
には買わず、他店と比較したうえで購入する傾向が目
立つ。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・売上も来客数も減少している。いつもランチを食べ
ている客の来店が少なくなったため、昼の客が非常に
減っている。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・レストランと宴会部門は単価の下げ止まり感がみら
れるが、宿泊と婚礼部門は単価の下げが大きく、引き
続き厳しい。
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住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・若い人の展示場への来場は多いが、折衝の際に親の
反対が多いため、成約になかなか結びつかない。親の
世代が非常に慎重になっている。

悪く
なっている

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・ホームセンター部門ではレジャー関連商品の動きが
非常に鈍い。衣料では父の日の需要がファッションも
のでなく、実用的な肌着やパジャマなどに集中してい
る。また、食料品では春まではある程度伸びていた
が、最近はほとんど動きがみられず、前年と同じ水準
にとどまっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は全くなく、国内旅行は前月比９％のマイ
ナスである。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・来客数が前年同月比で２割近く減少している。主な
要因は昨年開催された大河ドラマや近隣の名刹の大型
イベントがなくなったことである。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注の動きがようやく出てきたが、客にコスト削減
の意識が強く、採算的にはギリギリのビジネスとなっ
ている。

変わらない 繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・業界の中で取引先の信用度が非常に不安な状況に
なっている。また、製品の消費動向では中級品クラス
の動きが低迷している。

化学工業（営業
担当）

競争相手の様子 ・競争相手では、極度に経営悪化を来している企業
と、先行設備投資を積極的に行っている企業に二極分
化している。後者でも新規受注までの設備面の準備期
間が非常に長くなっている。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・価格的には１年前から非常に厳しい状況が続いてい
るが、最近になって更に競争が激しくなっている。

電気機械器具製
造業（経理担
当）

取引先の様子 ・全体的には底を脱している感じがする。しかし、多
品種の製品は流れているものの量的には一向に増加傾
向が表れない。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・今月は上半期の決算を行う取引先が多いにもかかわ
らず、受注量や配車台数は前年と比較して２割程度減
少している。

輸送業（配車担
当）

受注量や販売量
の動き

・荷量、価格ともに下げ止まりが利かない。競争先も
厳しい状況である。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（企画担当）

受注量や販売量
の動き

・価格の安い商品へのシフトが鮮明で、既存品でも価
格を下げざるを得ない。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・県からの発注工事量は前年同期比で35％減少してい
る。仕事量が減る中で、相変わらず低入札価格調査の
対象となる物件が多くみられる。

司法書士 取引先の様子 ・分譲マンションの新築計画がほとんどみられない。
悪く
なっている

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格競争がこれまで以上にエスカレートしてい
るため、採算確保の受注機会は少なく、見送りをする
ケースが一段と増加している。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告はほぼ前年並みである。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人の受理状況にあまり変化がない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人の増加傾向が続いている。求職者は減少傾
向にあるものの、滞留が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人が前年同月と比べて2.5％増加している
が、有効求職者が４月に入って7000人を超える状況に
なっている。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・取引先からは、求人ではなく、人員削減の相談を受
けるケースが目立ってきた。

企業
動向
関連

雇用
関連
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悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・20年感謝セールを実施したこと、また広域広告媒体
に取り上げてもらったこともあり、先月から昼間の客
が多くなってきた。さらに夜の客も増えたので、一日
の来客数が開店以来最高となった。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・高額品の動きが良い。なかでも顧客に人気の高いブ
ランド品については安定した売上を残している。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・催事場でのスーツなどの紳士服バーゲンが前年比で
40％増となり、好調である。またプロパー商品でも、
夏物の軽量衣料等が好調である。ただこれは春物の商
品の動きが悪かったことの反動や、サッカーワールド
カップによる前年の不振が影響している。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・近い将来に消費税が上がるのであれば、欲しかった
高額品があるので買っておくということで、購入して
もらった。

衣料品専門店
（営業・販売）

販売量の動き ・創業セールを行ったところ、既存客、新規客ともに
予想を大きく上回る来客や注文があった。しばらく離
れていた客も戻ってきたようだ。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響も少しずつ緩和しつつあり、海外旅
行については、ヨーロッパ、ハワイ、オセアニア方面
の受注が伸び、前年比70％程度まで回復した。国内旅
行についても、販売単価の高い北海道、沖縄方面の受
注が好調で全体を押し上げており、全体の販売単価が
現時点では好調である。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・夏休みの旅行の申込が６月に入って徐々に増えてお
り、先週１週間の申込人数が昨年を上回った。客の間
に節約疲れなどが感じられる。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・東京方面の客が中心だが、新規顧客および新規案件
が増えてきている。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・以前に比べて、出荷量、売上ともに上昇傾向にあ
る。季節的な要因も考えられるが、コンピュータ関連
製品の個人消費が上がっているように感じられる。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・地上波デジタル放送のスタートに伴って、ＣＡＴＶ
の価値が徐々に見いだされてきた様子である。集合住
宅や共同視聴組合からの問い合わせがみられる。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・家を建てたいという客が続けて２件出てきたので、
景気が良くなっていると感じられる。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・客の購買行動が二極化してきたような気がする。高
額商品はそのまま買うが、低額商品についてはより安
いものを求めている。

一般小売店［時
計］（経営者）

お客様の様子 ・ボーナスのシーズンで若干売上は伸びたが、現金で
買うケースが少なく、クレジットカードの利用が多
い。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・今月は食品売場の改装効果もあり、目標には若干届
かなかったものの前年水準はクリアできた。しかし
ファッション部門については、特定のゾーンを除いて
目標にも前年水準にも届かない状態で、決して景気が
上向きであるという状況ではない。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・お中元のシーズンが始まっているが、早期受注等を
図っているにもかかわらず、前年比95％程度の売上に
とどまっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・優待セールやプレセールは好調に推移しているが、
定価商品が苦戦している。また、来客数や客単価は若
干回復しているが、買い上げ客数が減少している。水
着商戦はＳＡＲＳによる海外旅行減少の影響もあり、
前年比で20％減と苦戦している。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・帽子やパラソル、サングラスといった夏物商材の動
きが活発になってきた一方で、婦人服では特にヤング
ファッションでクリアランス待ちによる動きの鈍さも
あり、一進一退の状況である。

家計
動向
関連
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百貨店（経理担
当）

来客数の動き ・店頭の売上がなかなか伸びてこない｡来客数は毎日
前年を下回る状況が続いている。特に今まで比較的好
調であったセール時の来客数もここに来て伸び悩んで
いる。なかでも婦人服などの、今まで比較的引っ張っ
てきた商品の落ち込みが大きい。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・クリアランスセール等のバーゲンに慣れてしまっ
て、客の反応が良くない。だからといってプロパー商
品の展開を強化しても、前年の売上確保が難しい。

スーパー（経理
担当）

お客様の様子 ・既存店をリニューアルオープンしたものの、大きな
反応がない。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・公共料金支払いのための客が増え、来客数減少傾向
にやや歯止めをかけている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・プレセール時においてもヒット商品が出ない。さら
にプレセール終了後は商品が急に売れなくなった。

家電量販店（店
長）

お客様の様子 ・昨年は暑くなる時期が早くエアコンなどが売れた
が、今年はまだその傾向がみられない。逆に大型テレ
ビやＤＶＤレコーダーなどの売行きが良く、エアコン
の落ち込みと相殺されている。

家電量販店（企
画担当）

販売量の動き ・ＤＶＤ、デジタルカメラなどデジタル関連商品は堅
調に伸びているが、その他の商品は前年を割ってい
る。

家電量販店（営
業担当）

お客様の様子 ・梅雨に入り、湿気が多いことから除湿機の販売が非
常に伸びているが、依然として客の動きは、今必要な
ものだけを買うという状況が続いているため、前年の
売上には届かないという状態である。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・購入する客が以前から変わらないほか、景気に関係
のない客の購入が多い。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・中古販売や、インターネット販売の普及の結果、同
業者間の価格競争が激しさを増しており、店頭での販
売金額への悪影響が大きい。

観光型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・個人客もそうだが、団体客の発生が非常に少なく
なっている。仮にあったとしても、ほとんどが低料金
に流れているように思われる。単価を下げても前年並
みの来客数を確保するのが精一杯で、売上の減少傾向
が続いている。

観光型旅館（経
営者）

お客様の様子 ・６月はそれなりの来客数が見込める時期だが、遠方
からの客は土産などを買って帰るものの、それ以外の
客には節約姿勢がみられる。

観光型旅館（経
営者）

お客様の様子 ・相変わらずのデフレ傾向にＳＡＲＳ問題が重なり、
客の動きが活発になっているとは思わない。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・宴会部門は６月前半の予約動向は比較的順調であっ
たが、後半は息切れ状態にあるなど、全体としては横
ばいである。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・例年に比べて販売量が少ないことには変わりない
が、４、５月や６月上旬に比べて６月中旬以降は若干
予約件数が上昇している。特に６月下旬には、ＳＡＲ
Ｓも終息傾向であると感じられる。

タクシー運転手 お客様の様子 ・上場企業の経営者が乗車することが度々あったが、
関西経済の改善を予感させるような明るい話題がほと
んどないのが実情である。

タクシー運転手 お客様の様子 ・ボーナスの時期なので夜の街も少し活気づいてきて
いる。ボーナスの減少に伴い、帰るのを早めて電車に
乗る人が多いが、タクシーに乗る人は乗ることから、
客の懐具合はさほど悪くないのではないかと思われ
る。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・新商品が投入されているが、客に動きがみられな
い。

通信会社（社
員）

来客数の動き ・新機種が矢継ぎ早に投入され、市場の関心を呼んで
いる。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・接待ゴルフは依然として少なく、個人ゴルファーは
価格やイベント次第で、いろいろなゴルフ場へと動く
ので、客の囲い込みが難しくなってきている。

競輪場（職員） 販売量の動き ・５月末から６月初旬にかけて全国発売のビッグレー
スを主催したが、昨年比で入場者は微増したものの、
売上は18％のマイナスと、過去にない大変厳しい結果
であった。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・前年比ではマイナス傾向であり、客１人当たり売上
単価も前年比で80％程度と低い。
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住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・仕様設備の充実した高額物件より、仕様設備のやや
劣る物件に客が流れている。やはり総額重視の流れは
相変わらずであり、多少高くても良いものをという消
費行動にはなっていない。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・新築マンションの販売状況は５月のＧＷ後半から
いったん好転したものの、その後集客が落ち着き、こ
の３年間でも最低の集客動向となった。

やや悪く
なっている

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響で、国際都市である神戸への観光客
やビジネスマン等が減少し、ホテルを中心にレストラ
ンの来客数が減少した。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・京都のお中元は祇園祭りが終わってからという習慣
が崩れてきたことで、まとまった集客が難しくなって
いる。また、ボーナスの先行きが非常に不安定である
ことや、今の時期に買ったものがセールにかかるので
はという懸念から、来客数の多い日があっても購買に
はつながっていない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月に入り、客の多くを高齢者が占めるようになっ
たと感じている。これまでは40代の客が昼間を占め、
朝と晩に高齢者の客が多かったが、今月は昼間でも40
代が少なく、60代が多くみられるようになった。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・すでに７月のセール待ちの客が多い。やはり安く
なってから買おうという心理が蔓延している。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・客の買物の様子が一段と慎重になっていて、無駄な
ものや余計なものは一切買わなくなっている。しか
も、広告商品や日替わり特売が購入の中心という、厳
しい状況が続いている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・これまで生鮮品の単価を牽引してきた野菜の相場が
一服し、売上低迷につながっている。

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・シーズン商品の衣料品や家電商品等に買い控えが目
立つ。

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・来客数が著しく落ち込んでいる。ＳＡＲＳ等の影響
により、状況が非常に不透明である。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・毎年６月は減少気味なのだが、今年は特に雨が多
かったせいか、今までになく最低の売上となった。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

競争相手の様子 ・他社の集客方法をみると、住宅購入とは結びつかな
いような景品で客を集めるなど、来客数の追求に走っ
ている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・道路交通法の飲酒運転取り締まりが強まってから、
飲食店の夜の営業が全く駄目になり、それが一向に元
に戻らない。

一般小売店［家
具］（経営者）

競争相手の様子 ・同業他社の閉店または倒産が、先月よりもはるかに
多い。また身の回りの飲食店などの閉店なども続いて
いる。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

来客数の動き ・ボーナスセールを前倒ししてチラシを出したが、そ
の効果も全くなく、単価の安いものだけが売れたとい
う状況で、ボーナス商戦としては非常に悪い出足のス
タートとなった。

都市型ホテル
（経営者）

販売量の動き ・ＳＡＲＳもようやく落ち着いてきたが、悪影響がま
だ尾を引いている。市内のほかのホテルをみても、例
年満室になるはずの土曜日に稼働率が100％を割り込
むホテルが数軒みられた。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・先月に引き続き、ＳＡＲＳの影響を受けたまま回復
していないのが現状である。関西地区のホテル各社か
らも同様の意見を聞いている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・市内には多くのタクシー会社があるが、ほとんどが
公共のバスを利用しており、タクシーの活用が少な
い。

良く
なっている

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・土壌環境事業でコンスタントに受注が取れている。
また、電線類地中化事業も客の反応は良く、今後受注
につながる可能性が出ている。

やや良く
なっている

その他サービス
業［イベント企
画］ （経営
者）

取引先の様子 ・活発ではないが、新しい案件や埋もれていた案件が
動き出してきた感がある。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

競争相手の様子 ・身近な同業者の民事再生法や自己破産の申請があ
り、非常に不安を感じている。

金属製品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・見積価格は上がっても受注価格は依然として低迷し
ており、安値による受注競争が続いている。

企業
動向
関連
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電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・最近の傾向としては、大企業や中小企業を問わず、
独自性のある製品を持つところがやや受注量を増やし
ている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・従来商品の単価下落傾向は続いている。付加価値の
高い商品と低価格商品との合わせ販売で、昨年と比べ
ると若干上昇はしているが、力強さはない。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・夏季賞与月を控えてか、資金需要も少ないうえ、条
件変更等による返済負担の軽減の依頼が先月に引き続
き増加している。

不動産業（経営
者）

取引先の様子 ・相変わらずマンション分譲業者からの土地取得要望
のアプローチが多い。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・在阪球団の好調に伴って、スポーツ新聞の購読が増
えてもよさそうだが、むしろ購読の中止の方が多い。
１部売りやコンビニ配置の即売数は、在阪球団が勝っ
た日だけ伸びている。

やや悪く
なっている

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・瓶はどちらかというと夏に強い商品だが、特にお中
元の瓶詰め商品向けの受注がかつてないほど低調であ
る。

コピーサービス
業（従業員）

受注量や販売量
の動き

・製薬業、広告代理店を除く印刷、製本等は軒並み３
か月前に比べ受注量は減少している。本来６月は上期
のピーク月となるはずだが、今年は苦戦を強いられて
いる。

悪く
なっている

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・得意先の展示会では経費負担が多くなり、売上に利
益が伴わない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅の建築確認件数は前年比40％減った。公共工事
も20～30％減っている。

不動産業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業者からの賃貸や売買物件の問い合わせが少なく
なってきている｡

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

民間職業紹介機
関（支社長）

採用者数の動き ・先月に比べて、採用人数が増加した。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・内定辞退等が出たための一過性のものかも知れない
が、今月になって少し追加の求人が増えている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・契約時間の短縮や常勤から非常勤への切り替えがよ
り一層進んでいる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人数は全く変わっていないが、下げ止まり感があ
る。また、企業に強くプロモートすると求人が出てく
る。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・依然としてパート、アルバイト、派遣、請負等によ
る求人が増加傾向にあり、求職者についても臨時、
パート就労を希望する者が減少していないことから、
家計補助としての就労希望は衰えていないと思われ
る。その結果、賃金の低下や労働条件の悪化が依然と
して続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者が２か月連続で前年を上回っている。特
にフリーターや自営廃業者からの新規求職が目立って
いる｡

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人は増加傾向にあるものの、やはり臨時や請
負、派遣の求人が目立つ。また、即戦力を求めている
ため、依然としてミスマッチが多く、就職件数の増加
につながらない。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・求人企業数は前年比で19.3％減少しているが、採用
人数を前年より増やしている企業が多い。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数は横ばいであるが、短期雇用がそのほとんど
を占めるなど労働市場が硬直化しており、市況回復と
までいかない。また、求職者は中高年が増加する一
方、企業が求める人材は相変わらず若年層に集中する
傾向があり、需給関係のバランスが取れていない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・製造ラインの請負業の募集が減少し、飲食業も立ち
直っていない。

雇用
関連
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悪く
なっている

○ ○ ○

　８．中国（地域別調査機関：（社）中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

乗用車販売店
（統括）

単価の動き ・商品力のある車が出たことで、１台当たり単価が改
善され、商業車の落ち込みをカバーしても余りあるも
のになっている。

一般レストラン
（店長）

単価の動き ・例年ディナータイムの売上が最も落ちる時期だが、
来客数は例年を上回っている。
・客単価も例年より上昇し、３か月前と比較しても上
昇している。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・人の動き、販売量、平均単価等は若干下がっている
ものの、それを来客数でカバーできている。

旅行代理店（団
体営業担当）

来客数の動き ・ＳＡＲＳが収まり、徐々に客の足が戻ってきてい
る。

テーマパーク
（広報担当）

来客数の動き ・イベントや見どころをアピールすれば、それなりの
反応があり、例年より来園者が増加している。

住宅販売会社
（経理担当）

来客数の動き ・新規発売物件のモデルルームオープン時に、予想を
大幅に超える来場者があり、久しぶりに多忙になって
いる。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近駐車場が満車になることがほとんどなく、商店
街としての来客数が減っている。
・客は慎重に買物をして、財布のひもが固い。

百貨店（統括） 単価の動き ・子供服の単価の動きに伸びが出てきているものの、
来客数、販売量には増加がみられない。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・月末に実施したクリアランス特招会も、昨年に比べ
来客数が少ないうえに、相変わらず一点買いが多く客
単価も低い。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・上得意を招き催事を開催したが、単品での購買が目
立ち、客単価が低下している。特に装飾品等の高額品
は不振に終わっている。
・店頭でもミセスを中心に客単価の低下が目立ってき
ている。

百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・ブランド物に関して、若い客層向けの商品の売行き
は例年を上回っているが、ミセス向けの商品は若干苦
戦気味となっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・広告商品の目玉品やタイムサービス等に集中した買
物が目立つ。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・客はより安い物を求めて店の使い分けを行ってい
る。
・余分な物は購入しないが、高い商品でも品質が値段
相応であれば、購入する傾向にある。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の動きに依然改善の兆しがなく、３か月前と
比べて変化がみられない。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数は以前の数に戻りつつあるが、客単価は相変
わらず悪い状況にあり、客の買い控えがある。

衣料品専門店
（地域ブロック
長）

単価の動き ・チラシやダイレクトメールに掲載している低価格商
品への要望が多く、父の日セールでもカジュアル商品
を半額にすれば購入が増えている。
・ブライダル関連では高額な商品も動いている。

衣料品専門店
（販売促進担
当）

販売量の動き ・来客数はそれほど伸びていないが、売上は少し伸び
ており、客単価も上昇している。
・安い物を購入する客と、質で選ぶ客との違いがはっ
きりしている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・月ごとに例年水準の販売量の維持が困難になってき
ている。
・故障しないと購入への踏ん切りがつかないユーザー
が多くなっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・例年ならエアコン等の季節商品が売れる時期である
が、今年は非常苦戦している。

家電量販店（副
店長）

単価の動き ・例年に比べて客単価は低下し、来客数も減少してい
る。
・特にＡＶ商品やエアコンなどの季節商品が大きく例
年割れの状態である。

家計
動向
関連
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乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・相変わらず軽や1300ccなどのコンパクトな車は活
発に動いているが、中型以上のものは非常に苦戦して
いる状況が続いている。

乗用車販売店
（販売担当）

お客様の様子 ・５年ないし７年で買い換えていた客のほとんどが、
車検を受けるようになり、買い換えることがなくなっ
ている。
・車検を受ける場合でも、なるべく安く上げて、なる
べく金を使わないようにしようとする状況が続いてい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・ボーナス時期を迎えたことと新型車が発表されたこ
とで、来客数は増えているものの、依然として客の購
入に対する意識は前向きになっていない。

自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・依然として来客数が低迷している。
・カーナビゲーションやＥＴＣの販売が上向いてきて
いるので、販売金額では来客数の減少分をカバーして
いる。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・来客数には変化がないが、新しい客がかなり少なく
なってきている。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・週末は個人客でまずまずの来客数であるが、平日は
夜を中心に企業関係の利用が少ない状況である。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・ビアホールへの個人客の予約が例年より少ない。

タクシー運転手 来客数の動き ・深夜の繁華街で少ない客の取り合いが続いている。
・客もタクシーを選ぶようになってきている。

タクシー運転手 来客数の動き ・今年に入り利用者が毎月減少しており、現在もこの
傾向が続いている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・加入契約数がここ数か月の実績から低下したままで
あり、その状態のまま推移して、増加の兆しがみえな
い。

レジャー施設
（営業企画担
当）

来客数の動き ・日帰り温泉部門の来客数は、先月同様２桁ダウンの
前年割れを避けられそうにない。しかし飲食部門の利
用客数は100％を確保し、全体的な寄食率は向上して
いる。
・温泉ホテル部門も企画実施から２か月目に入り、予
定通りの前年の120％を達成できると見込んでいる。

設計事務所（職
員）

販売量の動き ・依然として個人住宅の新築、改装およびアパート、
マンションの建築が多い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街を通行する客がめっきり減っている。
・これまで駅と大型店を結ぶ通路として商店街が利用
されていたが、行政が市内循環型のお買物バスの運行
を開始後、最寄り駅からの通行者が、商店街を通り越
して大型店に直接流れる傾向がある。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・中元商戦への客の出足が非常に鈍くなっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・以前と比べて競合店もチラシで目玉商品を多数出し
てきている。
・来客数は目玉商品の売出日以外にはぐっと減り、非
常に厳しい状態が続いている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・ＳＡＲＳの影響、たばこの増税、将来的な年金への
心配などで、毎日食べる食料品といえども、客は非常
に厳しい予算の中で工夫して買物をしている。
・買上点数、客単価も上昇せず、客は無駄な買物を一
切しない購買行動になっている。

スーパー（店
員）

単価の動き ・近くに新しい競合店がオープンし、大変厳しくなっ
ている。
・来客数は少なくなっているが、特売の目玉商品だけ
を買っている客が多いため、その販売数量だけはさほ
ど変わっていない。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・発泡酒の値上げの影響で、ビール、発泡酒とも売上
が低迷している。
・今までコンビニで買っていた客も、ディスカウント
店に流れており、ビール、発泡酒は非常に苦戦してい
る。

家電量販店（予
算担当）

販売量の動き ・季節商品、特にエアコンが天候のせいで例年ほど売
れていないため苦戦している。

乗用車販売店
（サービス工場
担当）

来客数の動き ・車検の１台当たりの単価が低下している。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・土曜、日曜は客の動きがあるが、平日はまるっきり
ない。
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一般レストラン
（営業担当）

来客数の動き ・既存店の来客数に２ケタの落ち込みがあり、郊外店
舗、都心店舗ともに厳しい状況である。

その他飲食［ハ
ンバーガー］
（エリア担当）

来客数の動き ・様々な販促活動を行っているにもかかわらず、例年
よりも来客数が減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・３か月前は景気が悪いのは悪いなりに、客から不満
の声は聞かれなかったが、最近はそういう声を耳にす
るようになってきている。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・来客数がかなり減少してきており、それと同時に客
単価もかなり低下してきている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・住宅に関しては、住宅ローン減税の特別措置が今年
までであり、今契約着工しないと年内の完成とならな
いことが顧客の動きに少し現れ、契約着工戸数が増加
している。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・官公庁のボーナスが支給され、商店街の人通りは増
えているが、相変わらず手ぶらの客が多い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・主力取引先である問屋の買収や倒産が相次いでお
り、商品の調達が非常に難しくなったため、売上も低
下している。

住関連専門店
（広告企画担
当）

お客様の様子 ・客は単価が安い物でも購入に慎重になっている。店
を何軒も回ったり、値段に納得はしても購入に踏み切
れないという慎重な状況である。

旅行代理店（経
営者）

来客数の動き ・現在ＳＡＲＳによって旅行客が非常に減少している
が、今後の行方は非常に不透明であり、客もまだ旅行
する気持ちになっていない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・農繁期に入るためタクシーの利用が低下している。
・雨も少ないため人の動きが大変悪く、夜は最悪の状
態である。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

繊維工業（統括
担当）

受注量や販売量
の動き

・売れそうだと思える新しい企画の商品に対して、客
が前向きな姿勢を示している。

一般機械器具製
造業（経営企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・需要は下降気味であるが、新商品の影響により前年
を上回る受注量になっている。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・大幅な増産の要請があり、土曜日の夜勤はもちろ
ん、間接要員の応援による日曜日の生産で対応する部
門が出てきている。

金融業（業界情
報担当）

取引先の様子 ・取引先の多くが受注好調のなか、フル操業を継続中
である。コストダウン効果も加わり増益基調である。

変わらない 化学工業（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・全般的に生産稼働率はそこそこであまり大きな落ち
込みはなく、無機、有機製品ともに若干需要増の傾向
であるが、安値のため利益率が悪い状況である。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・３月以降第１四半期を通じて、納期の集中するもの
が多く、生産量は高水準である。

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売量は底を脱した感があり、ここ最近大きな増減
はないが、まだ十分な量には回復していない。
・販売価格は下がる一方であり、特に電池材料に関し
ては、最終製品の電池の価格が低過ぎて、価格改善は
相当難しい。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量が減少したままでなかなか回復せず、その影
響で価格の低下がひどく、利益が確保できない。

建設業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前より受注は少ないものの、例年と比べると
わずかに増加している。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・各企業とも輸送コスト削減を行うため、当社にアウ
トソーシングする話が出ている。

通信業（社員） 受注量や販売量
の動き

・昨年度からの受注分は若干あるが、新規の大規模受
注がいまだない。
・商談も少なく競争も激化しており、割が合わない仕
事も受注せざる得ない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・ブロードバンド化の動きが落ち着き始め、法人向け
情報通信サービスのメニューも当面出そろったことか
ら、今後はサービスエリアやメンテナンスなど、オプ
ション的な要素によって受注が左右される傾向にあ
る。

企業
動向
関連
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金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・３月決算の結果をみていると、底の状況は変わって
いないが、好調なところと悪いところの差が一段と
はっきりとしてきている。
・悪いところは人件費や役員報酬まで、削れるところ
はすべて削っているが、受注価格の引き下げによって
営業赤字になっているところも多い。

コピーサービス
業（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量に変化がない。

やや悪く
なっている

鉄鋼業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・輸出品である薄板熱延材が、タイにおいてアンチダ
ンピングのクロ裁定となり、輸出量の減少につながる
など、先行き不透明感がある。

建設業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・年間予定受注計画における、月ごとの受注数値が少
しずつ低下してきている。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・３か月前と比べて大方の関与先の売上高は落ち込ん
でいる。人件費等の削減や経費の抑制に努めているも
のの、売上高の低下はいかんともしがたい状態であ
る。

悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・台風並みのしけが多かったため、５月末の沖合底引
船の水揚げ集計は、前年度対比で１割ほど減少してい
る。
・需要の多い加工用の魚が取れないため、商品原価が
高くなって採算が取れなくなる悪循環になっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（統括）

求人数の動き ・４月に新卒を採用したが、もっと採用したいという
企業が結構多い。
・そのため、中途採用を行ったり、来年の新卒要員を
増やしていく動きがみられる。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・特に求人ニーズはないが、ベストマッチに近い人材
であれば、採用されるケースが増えてきており、それ
だけ雇う側に余力が出てきている。

変わらない 新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告は２月ごろから新規チラシ媒体の参入で少
し上向いていたが、掘り起こし効果も一段落し、やや
苦戦の状況が出ている。今後も市場的には好材料がな
く、楽観できない。

新聞社［求人広
告］（広告営業
担当）

求人数の動き ・新聞の求人欄で扱う６月の求人数は３か月前の半分
であり最悪である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は多少増加しているが、有効求人の増加
がみられない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数のうちパート求人の占める割合が増加し
ている。
・月間有効求人倍率が低下傾向にあり、月間有効求人
数は前年同月比で11か月ぶりに減少となっている。

民間職業紹介機
関（職員）

採用者数の動き ・求人企業が採用基準を高めに設定しており、こちら
が採用基準を満たしていると判断して求人企業に紹介
しても、企業はなかなか妥協しない。
・特に40歳以上の求職者では、特別な何かの技能があ
る人以外は大変厳しく、失業者の解消は当分望めな
い。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・求人そのものの減少には歯止めがかかっているが、
従業員数の減少は顕著であり、今後大幅な求人増、あ
るいは退職者が出る見込みはない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

雇用形態の様子 ・求人情報誌、新聞、ホームページ等に顕在化しない
案件が多く、人数合わせの求人は確実に減少してきて
いる。
・厳しい条件に合致するまで、時間をかけてでも求人
する案件が多く、多種多様なスキルと経験ではなく、
希少なスキルや経験を持った人材が落ち着き先を決め
ることが増えてきている。
・採用者の待遇は下がり気味である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・ビジネスホテルで大量離職が発生したほか、建設業
関係を中心に、事業主都合での離職者が増加している
ため、求職者数が増加している。

雇用
関連
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悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・食品売場の改装オープンにより、全館で10％来客数
が増加した。その相乗効果で、紳士服売場においても
客の購買意欲が高まり、夏服が売れている。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・営業時間延長に伴い、販売数、売上は前年に比べ良
くなっている。総合的な効果も、だんだんと良い傾向
にある。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・個人旅行は依然として低調に推移しているが、団体
旅行は、企業の招待旅行、社員の親睦旅行、退職者に
よるＯＢ会旅行、町会議員や町職員の視察研修旅行な
ど、少し忙しいぐらいの申込があった。

変わらない 百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・優待割引のある中元の早期受注を６月末まで実施し
た。客は価格に非常に敏感で、商品を少しでも安く買
おうと、前倒しの傾向がかなり鮮明である。

百貨店（営業担
当）

それ以外 ・前年同月と比較して、来客数は微増となったが、客
単価、売上は若干減で推移した。宝飾品、ビッグブラ
ンド品は売上に貢献したが、美術品、呉服、婦人靴、
ファッションパーツは前年を下回り、結果的には平準
であった。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客はあっても買上点数が増加しない。今年は雨の
日が多く、昨年のこの時期によく売れたアイスクリー
ムなどの売行きが悪い。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・６月の既存店への来客数は、前年比0.8ポイント、
３か月前比2.9ポイントと良くなっている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・若者向け商品は、流行の商品が少ない関係で、やや
低調であるが、家族連れ客の単価は上昇し、販売量も
やや増加傾向にあり、将来に期待が持てる。

乗用車販売店
（従業員）

競争相手の様子 ・人気の高いメーカーの車を販売しており、シェアも
高いが、他販売店の商品力の強化により、当社の販売
台数は抑えられている。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・毎週、土・日にウィークエンドフェアを開催し、来
客数は増加しているが、内訳は点検等のサービス部へ
の客が多く、新車の商談件数は前年を下回っており、
受注台数も前年並みである。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・住宅ローンを組む時、将来に不安を感じてボーナス
返済を組み入れない客が増えている。

やや悪く
なっている

一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・飲食店への販売が悪い上、来客数も非常に少なく、
販売量全体は低調である。

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

販売量の動き ・競合する書店が２店閉店したので、売上は増加する
と予想していた。しかし、見慣れない客は増加した
が、売上は前年を下回ったままである。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・婦人服、紳士服など衣料品関係は２、３か月低迷し
ている。その中でも、医療費の個人負担増の影響か
ら、高齢者向けの動きがかなり鈍くなっている。

スーパー（統括
担当）

来客数の動き ・４月頃まで前年対比98％程度で推移していた来客数
は、６月は94％と大きく落ち込んだ。

コンビニ（代表
者）

競争相手の様子 ・競合店のオープンにより、売上はすべての商品で減
少した。特に弁当は約10％の減少となった。また今年
は昨年と比較して、天候が悪く、客の出足が悪い。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・購入態度が非常に慎重になっている。特に高級品
は、時間をかけて購入している。また、単品買いの傾
向が非常に強くなっている。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・来客数に変化はないが、単価の減少が大きく足を
引っ張っている。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・県内の大手建設会社の倒産により、来客数、売上に
影響が出てきている。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・ＳＡＲＳの影響で宿泊利用人員が減っていることに
加え、１人当たりの利用単価も減少が続いている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客との会話で、「ボーナス、給料のカット」や、中
には「ボーナスが出ない」という声が多くなってい
る。その影響で、夜、飲食街に出ている客も減少して
いる。

家計
動向
関連
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悪く
なっている

一般小売店［生
花］（経営者）

競争相手の様子 ・いろいろなところで同じような商品が販売されてい
るため、売場は飽和状態にある。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新商品が、新しい問屋に少しずつ受け入れられてお
り、受注量が増加してきた。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・排出ガス規制に伴う特殊車の更新は関東だけでな
く、名古屋にも動きが出てきた。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・トラック搭載型の小型クレーンは、首都圏での排ガ
ス規制による買い替え需要に伴って、受注増加が続い
ている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・省力化機器を中心に問い合わせ、見積、受注は、前
期に比べて増加した。

変わらない 繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・小売段階での競争激化の影響から、単価、発注量は
非常に厳しくなっている。

化学工業（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・ナフサの高騰により、原料メーカーから強硬な値上
げが実施されている。しかし、市況悪化のために価格
転嫁ができず、更に製品価格も値下げ傾向にあり、採
算性は極度に悪化している。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・先月、資金繰り難で取引先が連鎖倒産をした。ＳＡ
ＲＳの問題は解決したとはいえ、取引ベースでは商談
等が遅れている。したがって、景気は横ばい、低迷状
態である。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・１年前にビル用地として売り出された高額物件は、
３割強も価格が下落しているが、現在も「契約でき
た」との話は聞いていない。

公認会計士 取引先の様子 ・決算書等を見ると、前年対比で20％近く収益が落ち
ている取引先が全体の７割ぐらいある。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（従業員）

それ以外 ・中国から輸入している畜肉関係が輸入解禁になって
おらず、ダメージを受けている。

建設業（総務担
当）

競争相手の様子 ・比較的順調であった都市型マンションが在庫過剰に
なっており、一部に売れ残りが出ている。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は、建設業、製造業において、前年同月
比で減少するなど、依然厳しい状況で推移している。
一方、ＩＴ関連企業（情報サービス業）では、大量求
人が見られる。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求人数は、やや増加傾向にあるが、資格、経験
等の条件がついており、採用に至るまでは非常に厳し
い状況である。

民間職業紹介機
関（所長）

求人数の動き ・求人件数の減少と給与水準の低下が見受けられる。

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・来年度の新卒者の採用状況は、全体として動きが鈍
く、なかなか進展していない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

雇用形態の様子 ・派遣契約や更に安価なパート雇用に移行している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・パートを含む新規求人数では、５か月ぶりに対前年
同月比で増加したが、タクシー運転手の大量求人が要
因であり、卸・小売業では１割減が続くなど、厳しい
状況が続いている。

企業
動向
関連

雇用
関連
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悪く
なっている

○ ○ ○

　10．九州（地域別調査機関：（財）九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・前年に比べ、平日の買物客が多い。また、給料日前
の平日も遅くまで街中に人が多く、街全体がにぎわっ
ている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・高額商品の売行きがやや持ち直してきた。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・実質売上高ではなく、消費マインドがかなり良く
なっている。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・不景気感はまだあるが、売上は前年実績を上回って
おり、好調である。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・一昨年前にオープンした大型店の影響で昨年は大変
苦戦したが、ようやく下げ止まり、ほぼ一前年並みと
なった。

スーパー（店
長）

単価の動き ・恒例の婦人服セールでは、やや客単価が上がってき
ている。ミセスの場合は、特にＴシャツやブラウス等
で600円～800円の単価上昇がみられる。「安い物」
から「いい物」を求める傾向にある。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・150万円以下の契約が増えつつあり、来場客も多く
なっている。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・法人宴席は少し落ちているが、個人宴席（披露宴・
レストラン利用・宿泊等）は前年に比べてかなり伸び
ている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響も少し沈静化し、海外旅行の問い合
わせが少しずつ増えている。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・イラク戦争、ＳＡＲＳの影響で業績が悪かったが、
ようやく回復のきざしがみえる。

設計事務所（所
長）

競争相手の様子 ・それぞれの設計事務所が企画や設計を受注してお
り、少しずつ良くなっている。

変わらない 商店街（組合職
員）

お客様の様子 ・スーパーなどで賞味期限間近の半額食材がよく売れ
ており、節約の様子がうかがえる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・前年の販売実績をクリアすることが難しい状態が続
いている。

百貨店（売場担
当）

来客数の動き ・一点単価と客単価はそれぞれ前年実績をそれぞれ上
回っている。しかし購買率は1.2％減少しているほ
か、入店客数は前年比で95.2％となり、前月比で
3.2％落ちている。売上は前年比97％、売上数量は
90％前半で推移している。部門別では食品、身回り、
紳士、子ども向け商品は前年並み、家庭用品は不調で
ある。外商関係の売上は落込みが大きい。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・単価の下落が相変わらず続いているが、客の増減は
ない。全体的には停滞している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価は下落しているが、客数はやや回復傾向にあ
る。父の日関連商品に関しては、一点単価は変わらな
いが、客単価が下落している。組合せの購入が少なく
なっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・たばこ増税前の需要は前回98年11月末に比べて大き
な動きがなく、駆込み需要はあまり期待できない。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・九州新幹線の工事が始まったが、インパクトが弱
く、まだ効果はみられない。これから本格的な工事に
なるため、売上増を期待している。

乗用車販売店
（管理担当）

来客数の動き ・サービス、整備、車検、点検、中古車の販売は好調
であるが、新車のイベントの来場は以前に比べて盛況
ではない。自動車整備のイベントでは来客が多い。

旅行代理店（業
務担当）

販売量の動き ・海外旅行は例年の半分以下である。一方、国内旅行
は前年並みを維持している。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販売量が一向に上向かない。ここ数か月、横ばいが
続いている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・ゴルフシーズン到来にもかかわらず、客足が伸びな
い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・お得意様もなかなかご来店しない状況である。

家計
動向
関連

85 



分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

商店街（代表
者）

来客数の動き ・夕方の客の出足が悪いため、当商店街では「４時の
市」というイベントを行っているが、あまり効果が出
ない。ボーナスが出たにもかかわらず財布のひもは固
く、消費につながっていない。

商店街（代表
者）

それ以外 ・中心商店街は老舗が多く、中高年者をターゲットに
商売を続けてきたが、近年これらの店が後継者不足等
から消費者のニーズに十分対応できなくなり、業務を
縮小したり、閉鎖したりしている。また、九州新幹線
の開業を目前に控え、駅前の大型店開業に大きな危機
感を抱いている。若者相手の店舗が次々に進出する傾
向にあるが、賃貸条件が厳しいため、空き店舗はなか
なか埋まらない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・ボーナス商戦が全く盛り上がっていない。

一般小売店［鮮
魚］（店員）

来客数の動き ・来店頻度が減少しており、１週間に３～４回の人
が、２～３回になっている。また来客数も伸びていな
い。一向に良くなる気配はない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・来店客数が前年比５％増と落ち着き、複合商業施設
のオープン相乗効果が一段落した。クリアランスセー
ルを昨年は６月に行っていたが、今年は７月に繰り下
げたため、買い控え状態にある。

百貨店（営業担
当）

単価の動き ・入店、レジ客数は、前年並みであるが、客単価が落
ちている。先月に続き食品も厳しく、持ち直す気配は
薄い。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・セールへの反応が大きい。特にヤングアパレルで売
価値下げに対する反応が大きい。

百貨店（営業企
画担当）

来客数の動き ・３～５％程度の、慢性的な客数の減少が続いてい
る。

スーパー（経理
担当）

単価の動き ・販売量が目立って減少しており、客数はほぼ横ばい
である。客単価の減少に歯止めがかからない。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・企業の業績悪化による賞与の不安定さに加えて、た
ばこ、発泡酒の増税により、消費マインドは冷えきっ
ている。このままでは売上増は望めない。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・相変わらず商店街の来客数は閑散としているが、得
意客の動きが以前より動き出しているように思える。
しかし景気はやはり良くなっていない。

家電量販店（店
員）

競争相手の様子 ・以前に比べてチラシの回数を増やす店があり、生き
残りに必死である。ポイントや購入得点を増やす等の
アピールがエスカレートしている。それでも利益が出
ないため、リストラや経費節減を行っている。

住関連専門店
（経営者）

競争相手の様子 ・商圏内で店じまいが続いている。アウトレット店が
６月オープンしたので競争はますます厳しくなってい
る。今月は前年並みにとどまっている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数も売上もあまり伸びなかった。予約もあまり
入っていない。

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・宿泊の客が出張日程を短くする、あるいは日帰りに
するという傾向がさらに強くなっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・公務員のボーナス支給日以降、以前は買物や歓楽街
に出かけるといった行動が多かったが、今年は普段と
変わらない。

悪く
なっている

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・オープン以来初めて、入店客数が前年の90％を下
回った。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・来店客数は変わらないが、買上客数と客単価が低
い。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・大手の半導体関連企業からは、今まで途切れていた
発注が継続できるという話も聞かれ、非常に良くなっ
てきた。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・鶏肉は、中国からの輸入ストップによりタイ、ブラ
ジル産の値段が高騰している。しかし国産品は依然と
して厳しい状況である。消費者の景気に対する不安心
理が働いているのか価格、量とも伸びていない。

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・公共事業の減少、入札制度の改革、景気の先行き不
透明から民間の設備投資が鈍化している。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・出荷量が落ち、在庫量が増えてきた。全体的に大き
な変化はない。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・融資においては前向きな資金需要が乏しい。

企業
動向
関連
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経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・最近、大きな受注の話を耳にすることが多くなっ
た。今までなかったことなので、若干良くなってい
る。

やや悪く
なっている

輸送用機械器具
製造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・単価の下落が相変わらず続いている。客の増減はな
い。全体的に停滞している。

悪く
なっている

輸送業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・今月は複数の客から値下げ要求がきた。売行きが悪
いことから販売促進に力を入れており、倉庫や運送費
にしわよせがきている。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・酒屋の客の商圏がだんだん狭まっている。当初は10
キロ商圏でチラシをまいていたが、今では３キロ商圏
にしても全く客が来ない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（総務担
当）

求人数の動き ・情報誌・情報サイトの掲載件数が前年を上回ってい
る。雇用に積極的な企業が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・人員増強を行うほどの活況を呈している事業所は見
当たらない。よって派遣社員の商談が進まない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・製造業の求人が若干増えたように感じるが、総量と
しては変わらない。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・新規求人は、一部の業界（コールセンター、エレク
トロニクス）を除いて停滞している。また、欠員が生
じた場合でも積極的に補充する姿勢は見られない。そ
れに加えて価格の下げ圧力は依然強く、ボリューム
ディスカウント（大量発注による単価の切下げ）要請
が日常化しつつある。プラス・マイナスで相殺といっ
た感触である。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・ＳＡＲＳの影響が大きい。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・県内大手のパチンコ店が２社倒産し、景気に左右さ
れないと言われるパチンコ業界にも不況の影響が及ん
でおり、雇用の情勢は厳しい。

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・全体的に求職者数の動きが鈍くなってきている。業
界に限らずすべてに関して高齢者層の登録のみ目立つ
中で、中堅クラス、アッパーミドルクラスの人材の登
録が非常に少なくなってきている。

悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

周辺企業の様子 ・電話営業のパート募集が激減した。各企業とも売上
低迷のため、電話営業スタッフの人員削減を行ってい
る。

　11．沖縄（地域別調査機関：（財）南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・７月から始まるたばこ税の増税前の、駆け込み需要
が要因とみられるが、客単価が３か月前に比べて２ポ
イント上昇している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年値に対して107%の増加となっている。
・客の年齢層の幅が広がっている。

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

お客様の様子 ・ＳＡＲＳも終息に向かい、観光客も増え始めてお
り、特に若い人たちの動きに元気を感じる。
・メニュー替えや、ディスプレイチェンジに敏感に反
応して先手を打っている店舗には来客も多い。

観光型ホテル
（商品企画担
当）

販売量の動き ・ＳＡＲＳの影響で、海外への旅行客が一時的に沖縄
に流れている。

ゴルフ場（経営
者）

来客数の動き ・これまで従来の単価を変えずに販売していたが、単
価を落としたところ、来客数が増加し、売上も上昇し
ている。

変わらない スーパー（企画
担当）

競争相手の様子 ・同業各社の競合により商品単価の低下が激しく、客
はますますチラシ等による店の買い回りをする状況が
続いており、来客数の減少等厳しい状況が続いてい
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・総体的な客単価は前年の値を保っているが、食品や
飲料の単価の下落は続いている。

雇用
関連

家計
動向
関連
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家電量販店（副
店長）

単価の動き ・来客数は増加はしているものの、平均単価の下落が
続いており、客自体が価格に対して非常に敏感になっ
ている。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

販売量の動き ・去年同月の売上と比較すると下落幅は若干だが、３
か月前に比べると30％減少するなど下落が続いてい
る。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・相変わらずＳＡＲＳの懸念から、全体的に販売量が
伸び悩んでいる。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・展示場、見学会の来場数はおおむね予想通りだが、
中長期にマイホームを検討している客が多い。また、
住宅減税への関心も高く、来年以降の延長を希望する
意見も多い。

やや悪く
なっている

都市型ホテル
（マーケティン
グ担当）

来客数の動き ・イラク戦争の影響やＳＡＲＳ問題があり、旅行した
いという動機に影響が出たものと推測される。宿泊客
は前年と比較して減少している。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・那覇市の中心商店街では、観光客は多くみられる
が、地元客は周辺の大型店に分散されている。観光関
連の店舗が廃業してもさらにまた観光関連の店舗がで
きるという循環が続いており、一般小売店は大変苦し
い立場に立たされている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・大型案件の受注やサービスの品質向上が売上の上昇
につながる。

変わらない 通信業（従業
員）

取引先の様子 ・未決定だった案件が継続される事となり、比較的大
きな案件であることから、それが継続できるという事
は最悪の景気という印象ではない。

不動産業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・問い合わせ数や契約数が横ばい状態である。

やや悪く
なっている

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・赤字受注によりライバル企業が倒産している。

輸送業（営業担
当）

競争相手の様子 ・本土大手業者とのし烈な競争により、地元各社は苦
戦しており、今後もますます厳しい状況に追い込まれ
る。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・物量の動きが落ち着いている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

○ ○ ○

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・既存案件の更新が順調に進んでおり、また、新しい
契約が発生したりと、ほとんど横ばい状態が続いてい
る。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

それ以外 ・コールセンター等の求職者が定着傾向にあるのか、
応募数が少なくなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は前年同月比で一般求人19.4％、パート求
人37.5％とそれぞれ増加傾向が続いており、その増加
の要因は県外からの求人数が1,531人と前年同月比で
40.6％増加したことによる。
・その構成比は一般求人が72.6％、パート求人が
27.4％で、臨時や契約の社員など人材派遣等からの請
負関係求人が増えており、一般求人から短期雇用の
パート求人への切り替えが目立つなど、雇用慣行に変
化がでている。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・県外・県内求人数とも横ばい傾向にある。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連

企業
動向
関連
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